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タ
ー
ト
の
年
が
70
周
年
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、

イ
ベ
ン
ト
の
統
一
テ
ー
マ
に
は
阪
大
の
理
念
、

「
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る
」に「
阪
大
発

21
世
紀
」を
冠
し
た
。サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
学
生

か
ら
募
集
し
た
も
の
で
、新
世
紀
に
向
け
て

の
大
学
の
精
神
・
姿
勢
を
表
現
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、21
世
紀
は
大
学
の
使
命
、

役
割
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
が
、大
学

は
何
を
し
て
き
た
か
、こ
れ
か
ら
何
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、が
一
般
に
十
分
認
識

さ
れ
て
い
な
い

―
と
の
考
え
が
あ
り
、そ

の
中
で「
国
立
大
学
と
し
て
阪
大
が
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、再
構
築
の
必
要
が
あ
る
」と
し
、阪
大
の

「
大
阪
大
学
新
世
紀
セ
ミ
ナ
ー
」の
出
版
な

ど
で
、21
世
紀
の
科
学
と
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
、阪
大
の
海
外
提
携
校
や
留
学
生
と
の

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
、21
世
紀

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
。

ま
た
、ル
ー
ツ
を
確
認
し
、「
手
塚
治
虫
の
世

界
」展
な
ど
O
B
や
現
役
の
活
躍
を
示
す

「
夢
ワ
ー
ル
ド
次
世
代
展
」を
通
じ
て
若
い
世

代
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
さ
ら
に
、
阪
大
の
源
流
、

適
塾
・
懐
徳
堂
を
バ
ー
チ
ャ
ル
で
再
現
。
受
け

継
が
れ
た「
精
神
」「
知
」の
遺
産
を
次
世
代

へ
つ
な
い
で
い
く
、21
世
紀
へ
の
阪
大
ス
ピ
リ

ッ
ツ
の
伝
承
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
実
現
す
る
場「
平
成
の
適
塾
・
懐
徳
堂
」

と
し
て
、
大
阪
の
街
と
共
生
す
る「
大
阪
大

学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
」の
建
設
を
70
周
年
記

念
事
業
の
柱
と
し
、21
世
紀
へ
の
飛
翔
の
足

場
と
す
る

―
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
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SPECIAL ISSUE

阪大発２１世紀 

2
0
0
1
年
5
月
1
日
に
創
立
７０
周
年
を
迎
え
る
大
阪
大
学
は
、「
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る

―
阪
大
発
２１
世
紀
」を
統
一

テ
ー
マ
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
同
時
に
記
念
事
業
と
し
て
中
之
島
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
中
之
島
セ
ン
タ

ー
は
平
成
の
適
塾
・
懐
徳
堂
と
し
て
地
域
と
共
生
し
、
世
界
に
発
信
す
る
阪
大
の
第
三
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
念
願
の
事
業
。
記
念
イ
ベ

ン
ト
は
大
阪
市
北
区
中
之
島
に
今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
大
阪
国
際
会
議
場
に
5
月
5
、
6
両
日
、
国
内
外
か
ら
大
学
関
係
者
、
研
究

者
ら
を
招
き
、
国
際
交
流
会
や
懇
親
会
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
。
一
般
市
民
に
も
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
る
。
７０
周
年
は
新
世
紀
の
扉
が
開
く
年
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
阪
大
の
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
を
再
確
認
、
２１
世
紀
も
阪
大

が
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る
決
意
を
新
た
に
す
る
。

地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る

―

「
阪
大
発
２１
世
紀
」

過
去
、
現
在
、
未
来
を
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
示

し
、理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

具
体
的
に
は「
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び

る
―
阪
大
発
21
世
紀
」の
統
一
テ
ー
マ
を
ど

う
実
現
し
て
い
く
か
。
そ
の
た
め
に
5
つ
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
整
理
し
た
。
①
21
世
紀
の
科
学

と
社
会
②
21
世
紀
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

③
21
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
④
21
世
紀
へ
の
阪

大
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
伝
承
⑤
21
世
紀
へ
の
飛
翔

―
で
、こ
れ
を
各
実
行
委
員
会
が
役
割
分

担
し
て
推
進
し
て
い
く
。

著
名
な
世
界
の
学
者
を
招
い
て
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
記
念
講
演
。
先
端
的
な
研
究

内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
す
る

国際シンポジウム 

記　念　講　演 

「阪大新世紀セミナー」の刊行 

21世紀の科学と社会 

国際交流イベント 海外提携校や留学生との親善 

国際交流懇親会 

大学ＯＢ交流懇親会 

21世紀のネットワークづくり 

21世紀への阪大スピリッツの伝承 

21世紀への飛翔 

ディジタル・イメージ・シアター 

阪大の源流（適塾・懐徳堂）のバーチャル空間での体験 

記　念　式　典 記 念 祝 賀 会 

コ ン サ ー ト 記念アルバム刊行 

中之島センターの建設 

夢ワールド次世代展 次世代のための 
過去・現代・未来展示 

21世紀世代へのメッセージ 
 

阪大発21世紀 

「地域に生き 
世界に伸びる」 

'

特
集

―
大
阪
大
学
創
立
70
周
年
記
念

記
念
事
業
実
施
に
あ
た
り
、岸
本
忠
三
総

長
を
委
員
長
と
す
る
創
立
70
周
年
記
念
事

業
委
員
会
を
設
置
。
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
①
イ
ベ
ン
ト
②
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
テ
ン
ツ
③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
④
出
版
⑤

施
設

―
の
5
つ
の
実
行
委
員
会
が
担
当
、

大
学
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。21
世
紀
ス

産
学
の
情
報
拠
点
に

―

阪
大
・
第
3
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
中
之
島
セ
ン
タ
ー
建
設
へ
始
動
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大
阪
大
学
の
医
学
部
が
あ
っ
た
大
阪
市
の

中
心
・
中
之
島
。
こ
こ
に
、
阪
大
の
第
三
キ

ャ
ン
パ
ス
と
な
る
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
構
想
が
い
よ
い
よ
具
体

化
し
そ
う
だ
。
大
学
の
第
三
の
役
割
、
社

会
貢
献
と
い
う
時
代
の
要
請
も
あ
っ
て
実

現
へ
向
け
始
動
。
セ
ン
タ
ー
の
概
要
の
検
討

に
入
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

●「
都
市
の
発
展
に
大
学
は
不
可
欠
」と
い

う
時
代
の
要
請
に
応
え
て

阪
大
が
大
阪
市
か
ら
吹
田
、豊
中
の
郊
外

に
移
転
し
、6
大
都
市
の
中
で
大
阪
は
国
立

大
学
の
な
い
街
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、”大
阪
の

顔
“を
ゆ
か
り
の

地
に
残
そ
う
と
、

阪
大
は
20
年
前

の
創
立
50
周
年

の
時
に
中
之
島

に
記
念
施
設
の

計
画
を
立
て
資

金
集
め
も
始
め

た
が
、バ
ブ
ル
崩

壊
な
ど
そ
の
後

の
経
済
情
勢
の

急
変
な
ど
に
よ

り
、
建
設
へ
の
活

動
は
静
観
状
態

に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、大
学
に
対
す
る
社
会
貢
献
が

最
近
は
特
に
強
く
求
め
ら
れ
、
地
盤
沈
下

が
止
ま
ら
な
い
大
阪
経
済
界
な
ど
の「
都
市

の
発
展
に
大
学
の
存
在
は
不
可
欠
」と
い
う

ラ
ブ
コ
ー
ル
に
応
え
る
た
め
に
も
、
情
報
発

信
・
受
信
の
拠
点
を
都
心
に
必
要
と
す
る
ニ

ー
ズ
が
以
前
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
周
囲
の
動
き
と
、中
之
島
に
第

三
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
す
る
こ
と
に
情
熱

を
燃
や
す
阪
大
と
の
意
向
が
一
致
、創
立
70

周
年
に
合
わ
せ
、平
成
の
適
塾
・
懐
徳
堂
と

し
て
の
中
之
島
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
本

格
的
に
動
き
だ
し
た
。

●
教
育
・
研
究
、
情
報
発
信
、
社
会
と
の

交
流

―
の
3
つ
の
機
能
を
果
た
す

セ
ン
タ
ー
建
設
の
基
本
的
な
考
え
は
、都

心
に
立
地
す
る
こ
と
で
地
域
社
会
と
の
連

携
が
よ
り
密
に
な
り
、知
的
情
報
の
交
流
や

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、社
会
貢
献

が
で
き
る

―
と
し
、①
社
会
人
を
対
象
に

し
た
教
育
・
研
究
機
能
②
産
学
連
携
と
社

会
へ
の
情
報
発
信
機
能
③
社
会
と
の
交
流

機
能

―
の
三
つ
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。

①
教
育
・
研
究
機
能
と
し
て
は
、
実
践
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
や
ロ
ー
ス
ク
ー
ル（
先
端

的
法
律
実
務
教
育
）、
情
報
技
術（
I
T
）を

は
じ
め
と
す
る
先
端
的
科
学
技
術
の
講
義
・

研
修
な
ど
を
行
う
高
度
職
業
人
講
座
や
社

会
人
に
大
学
院
教
育
を
行
う
昼
夜
開
講
制

大
学
院
を
開
設
す
る
。②
社
会
へ
の
情
報
発

信
機
能
で
は
、教
育
・
研
究
情
報
や
入
試
情

報
、
同
窓
会
・
後
援
会
・
育
友
会
な
ど
の
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
ほ
か
、経
済
・

経
営
、医
療
、技
術
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
を
実
施
。
大
学
の
知
的
成
果
を
民
間

に
移
転
す
る
事
業
を
行
う
な
ど
産
学
連
携

を
推
進
す
る
。③
社
会
と
の
交
流
機
能
は
、

最
先
端
の
情
報
通
信
処
理
技
術
を
活
用
し

た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ケ
ア
・
ク
ラ
ブ
を

設
立
、一
般
市
民
を
対
象
に
し
た
文
化
・
学

術
講
演
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、社
会
人

向
け
教
養
・
文
化
・
科
学
講
座
も
開
設
す
る

構
想
を
描
い
て
い
る
。

●
都
心
の
文
化
・
学
術
ゾ
ー
ン
の
中
心
に

平
成
の
適
塾
・
懐
徳
堂

建
設
予
定
地
は
、阪
大
の
医
学
部
跡
地
。

広
さ
は
1
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
こ
に
、

地
下
1
階
、
地
上
8
階
の
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
計
画
で
、外
観
の
デ
ザ
イ
ン
を
建
築
家

で
東
大
教
授
の
安
藤
忠
雄
さ
ん
に
依
頼
し

て
い
る
。

都
市
再
開
発
が
進
む
大
阪
・
中
之
島
に
は

大
阪
府
が
建
設
、今
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
大
阪
国
際
会
議
場
や
大
阪
市
立
科
学
館

が
あ
る
ほ
か
、吹
田
市
か
ら
移
転
す
る
国
立

国
際
美
術
館
が
2
0
0
3
年
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。こ
の
ほ
か
大
阪
市
の「
大
阪
市
立
近

代
美
術
館
」と「
舞
台
芸
術
総
合
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、こ
の
エ
リ
ア

に
阪
大
の
中
之
島
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
す
れ

ば
、
都
心
に
文
化
・
学
術
ゾ
ー
ン
が
形
成
さ

れ
る
。
な
か
で
も
、
大
阪
の「
顔
」で
あ
る
大

阪
大
学
の
第
三
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
平
成

の
適
塾
・
懐
徳
堂「
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン

タ
ー
」に
か
け
る
期
待
は
大
き
い
。

大
阪
大
学
の
各
研
究
科
・
研
究
所
が
取
り

組
ん
で
い
る
先
端
的
な
研
究
内
容
を
シ
リ

ー
ズ
で
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
著
す「
大
阪
大
学

新
世
紀
セ
ミ
ナ
ー
」を
創
立
７０
周
年
記
念
と

し
て
出
版
す
る
。
２１
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

研
究
テ
ー
マ
で
、
阪
大
が
世
界
に
発
信
す

る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と
し
て

期
待
が
か
か
る
。
阪
大
を
紹
介
す
る
記
念

ア
ル
バ
ム
も
発
行
す
る
。

●
先
端
研
究
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

「
大
阪
大
学
新
世
紀
セ
ミ
ナ
ー
」は
、最
新

の
科
学
、医
学
、経
済
学
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
、
一
般
に
も
広
く
理
解
を
求
め

る
と
同
時
に
、学
生
の
学
部
教
育
の
副
読
本

に
使
う
計
画
も
あ
る
。
実
行
委
員
会
は「
21

世
紀
の
社
会
の
要
請
に
応
え
る
に
ふ
さ
わ
し

い
内
容
に
し
、長
く
読
み
つ
が
れ
る
よ
う
に
」

大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー

実
現
に
向
け
具
体
化

あ
み
だ
池
筋 

な
に
わ
筋 

阪
神
高
速
１
号
環
状
線 

御
堂
筋（
地
下
鉄
御
堂
筋
線
） 

四
つ
橋
筋（
地
下
鉄
四
つ
橋
筋
線
）

大阪市立科学館 

現住友病院 

新住友病院 

大阪国際会議場 

リーガロイヤルホテル 

土佐
堀通
 

舞台芸術総合センター※ 

中之島センター※ 
（建設予定地） 

新福島 

新関電ビル※ 

中之島ダイビル・ウェスト※ 
中之島 
ダイビル・イースト※ 

中之島三井 
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記
念
出
版

大
阪
大
学
新
世
紀
セ
ミ
ナ
ー

と
記
念
の
ア
ル
バ
ム
を
発
行

（地図中の※は仮称）

中之島センター
（建設予定地）
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SPECIAL ISSUE

阪大発２１世紀 

と
検
討
を
重
ね
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
練
り
上
げ

た
。テ
ー
マ
は
、先
端
的
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
研

究
内
容
を
条
件
に
、
候
補
に
あ
が
っ
た
70
テ

ー
マ
か
ら
31
テ
ー
マ
に
絞
り
込
ん
だ（
表
）。
内

容
は
、ゲ
ノ
ム
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
情
報
通

信
、
金
融
工
学
な
ど
次
世
代
の
産
業
、
医

学
、
経
済
な
ど
各
分
野
で
重
要
課
題
と
さ

れ
る
も
の
ば
か
り
。
執
筆
者
も
世
界
に
冠
た

る
研
究
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
読
み
や
す

く
す
る
た
め
、用
語
解
説
や
図
表
、文
献
な

ど
も
掲
載
す
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

免
疫
の
研
究
で
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
知
ら
れ
、文
化
勲
章
受
章
者
の
岸

本
総
長
の
執
筆
テ
ー
マ
は「
サ
イ
ト
カ
イ
ン
物

語
」。「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
」の
後
に
続
く
重
要

な
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
、構
造
ゲ
ノ
ム
科
学
の
ジ

ャ
ン
ル
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
倉
光

成
紀
教
授（
理
学
研
究
科
）は
、「
生
物
学
が

変
わ
る
！

―
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
の
原
子

生
物
学
」を
共
著
で
ま
と
め
る
。
画
期
的
な

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
素
材
を
開
発
し
、世
界
を
リ

ー
ド
す
る
新
原
晧
一
教
授（
産
業
科
学
研
究

所
）は「
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
の
世
界
」。
情
報

通
信
の
分
野
で
は
、宮
原
秀
夫
教
授（
基
礎

工
学
研
究
科
）が「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も
た

ら
す
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
」。
法
の
立
場
か

ら
は
平
田
健
治
教
授（
法
学
研
究
科
）が「
電

子
商
取
引
と
法
」を
。
人
間
科
学
研
究
科
の

池
田
寛
教
授
は「
学
校
再
生
の
可
能
性
」、渥

美
公
秀
助
教
授
は「
実
践
と
し
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
究
」、柏
木
哲
夫
教
授
は「
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
と
ホ
ス
ピ
ス
」と
、い
ず
れ
も
次
世

代
の
社
会
問
題
と
な
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト（
A
5
判
）形
式
で
、1
テ
ー

マ
、1
冊（
96
ペ
ー
ジ
）ず
つ
に
ま
と
め
、2

0
0
1
年
1
月
か
ら
月
2
冊
ず
つ
、
大
阪
大

学
出
版
会
か
ら
発
行
。
各
2
0
0
0
部
印

刷
、
定
価
1
0
0
0
円
で
一
般
に
も
販
売
す

る
。
70
周
年
記
念
式
典
の
会
場
に
も
並
べ

る
予
定
。

●
写
真
と
記
事
で
分
か
る
阪
大
ア
ル
バ
ム

記
念
の
ア
ル
バ
ム
は
、70
年
の
歴
史
と
現

在
の
各
学
部
、研
究
所
を
紹
介
す
る
内
容
。

学
生
の
活
動
な
ど
阪
大
の
現
状
を
紹
介
す

る
グ
ラ
ビ
ア
ほ
か
、60
周
年
の
記
念
ア
ル
バ
ム

か
ら
抜
粋
し
た
60
年
史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
写
真

と
、
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
附
属
病
院
や

体
育
館
な
ど
最
近
で
き
た
新
し
い
施
設
、そ

し
て
各
部
局
の
こ
の
10
年
間
の
歩
み
と
今
後

の
展
望
を
写
真
と
記
事
で
紹
介
す
る
。

出
版
実
行
委
員
会
で
は「
こ
の
ア
ル
バ
ム
一

冊
で
阪
大
の
歴
史
と
現
状
が
分
か
る
よ
う

に
、
要
領
よ
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
編
集
し
た
い
」

と
し
て
い
る
。

1
４
0
ペ
ー
ジ
。4
0
0
0
部
印
刷
、式
典

参
加
者
の
ほ
か
在
学
生
の
出
身
高
校
に
も

配
布
。
大
阪
大
学
生
協
で
は
一
般
に
販
売

す
る
。

統
一
テ
ー
マ
に
掲
げ
た「
阪
大
発
２１
世
紀
」

の
出
発
点
に
し
た
い

―
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、
阪
大
の
そ
ん
な
強
い
気
持
ち

を
込
め
た
内
容
。
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
２１

世
紀
の
科
学
と
社
会
」づ
く
り
の
た
め
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や「
２１
世
紀
世
代
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」と
す
る
夢
ワ
ー
ル
ド
次
世
代
展

―
な
ど
、
過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら
未

来
を
み
つ
め
る
阪
大
か
ら
の
発
信
を
意
図

し
て
い
る
。

●
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
適
塾
・
懐
徳
堂

の
シ
ア
タ
ー

5
月
5
日（
土
）、6
日（
日
）の
2
日
間
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
、交
通
至
便
な
都
心
の
大

阪
国
際
会
議
場（
大
阪
市
・
中
之
島
）を
選
ん

だ
の
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
も
よ
り
多
く
参

加
し
て
も
ら
い
、阪
大
と
の
ふ
れ
あ
い
を
持
つ

機
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
、と
の
願
い
も
あ
る
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
適
塾
・
懐
徳
堂
の

デ
ィ
ジ
タ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ア
タ
ー
、「
手
塚
治

虫
の
世
界
」展
な
ど
O
B
、
現
役
の
活
躍
ぶ

り
を
披
露
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
、そ
し
て
、コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
一
般
公
開
の
イ
ベ
ン
ト
も
多

い
。2
7
0
0
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

る
記
念
式
典
に
続
い
て
実
施
さ
れ
る
記
念

講
演
で
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
委
員
を
長
年

務
め
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
際
的
な
学
者
、ジ

ョ
ー
ジ
・
ク
ラ
イ
ン
・
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
教

授
が
講
演
。「
21
世
紀
の
科
学
と
社
会
」（
仮

称
）を
テ
ー
マ
に
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

は
ク
ラ
イ
ン
教
授
の
ほ
か
国
内
外
か
ら
著
名

な
学
者
・
研
究
者
を
招
き
、岸
本
総
長
も
パ

ネ
リ
ス
ト
で
参
加
す
る
。

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、阪
大
と
交
流
協

定
を
締
結
し
て
い
る
外
国
の
大
学
の
学
長
ら

を
招
待
、
交
流
を
深
め
る
も
の
で
、21
世
紀

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
一
つ
。
国
際
交
流

の
も
う
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
生
交
流
。

学
内
選
考
で
選
ん
だ
阪
大
生
の
3
チ
ー
ム

（
1
チ
ー
ム
7
〜
10
人
）を
、
今
年
9
月
か
ら

2
0
0
0
年
4
月
ま
で
の
間
に
ア
メ
リ
カ
、ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
約
2
週
間

派
遣
。
交
流
の
成
果
を
映
像
な
ど
に
し
て
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
報
告
す
る
。

ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
は
、
楽
器
演
奏
が
な
い

合
唱
曲
、ア
・
カ
ペ
ラ
を
通
じ
て
交
流
、自
作

し
た
曲
を
会
場
で
披
露
す
る
。ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
チ
ー
ム
は
、エ
ビ
養
殖
を
巡
っ
て
日

本
と
の
摩
擦
が
問
題
に
な
っ
た
タ
イ
の
漁
業

の
実
情
な
ど
を
取
材
、こ
の
問
題
を
伏
線
に

し
た
シ
ナ
リ
オ
で
現
地
学
生
と
協
力
し
て
ビ

デ
オ
映
画
を
作
成
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ー
ム
は
、

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
、知
識
詰
込
み
型
で

な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
の
実
態
を
体
験
、大

学
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
テ
ー
マ
に
す
る

と
い
う
。

21
世
紀
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
企
画

し
た
、「
夢
ワ
ー
ル
ド
次
世
代
展
」で
は
、イ
ベ

部局等 テーマ 執筆者
総　長 「サイトカイン物語」 岸本忠三
文学研究科 「関西・ことばの動態」 真田信治

「邪馬台国と大和政権」 福永伸哉
人間科学研究科 「実践としてのボランティア研究─被災地で過ごした最初の五年─」 渥美公秀

「学校再生の可能性」 池田　寛
「ターミナルケアとホスピス」 柏木哲夫

法学研究科 「電子商取引と法」 平田健治
「変貌する現代の家族と法」 松川正毅

経済学研究科 「ＮＰＯの時代」 本間正明、山内直人
「アジア太平洋経済圏の興隆」 杉原　薫

理学研究科 「生物学が変わる！―ポストゲノム時代の原子生物学―」 倉光成紀、増井良治
「素粒子と原子核を見る」 高杉英一
「金融工学」 小谷眞一、仁科一彦、長井英生

医学系研究科 「命をつなぐ―わが国の臓器移植の現況と今後―」 松田　暉
「循環器疾患の遺伝子治療」 荻原俊男、森下竜一

歯学研究科 「コンピューターネットワーク時代の歯科医学」 前田芳信 他
薬学研究科 「化学物質とうまく付き合うには―化学物質のリスクアセスメント―」 西原　力
工学研究科 「究極の物づくり―原子を操る―」 森勇蔵、芳井熊安、広瀬喜久治、

青野正和、片岡俊彦、森田瑞穂
「レーザー核融合―21世紀エネルギーへの挑戦―」 中井貞雄
「身近になるロボット」 白井良明、浅田稔

基礎工学研究科 「インターネットがもたらすマルチメディア社会」 宮原秀夫、村田正幸
「新しい超伝導を求めて」 天谷喜一、三宅和正、北岡良雄
「脳の神秘を求めて」 村上富士夫、藤田一郎、倉橋隆
「新しい光の科学」 岡田　正、小林哲郎、伊藤　正

言語文化研究科 「コミュニケーションの日米比較」 津田　葵
国際公共政策研究科 「軍縮をどう進めるか」 黒沢　満
微生物病研究所 「話題の感染症―いまどこまでわかったか―」 本田武司、生田和良、堀井俊宏
産業科学研究所 「ナノコンポジットの世界」 新原晧一
蛋白質研究所 「タンパク質のかたち、はたらき―構造生物学最前線―」 月原冨武
社会経済研究所 「雇用問題を考える」 大竹文雄
接合科学研究所 「熟練技能の継承と科学技術」 村川英一

●大阪大学創立70周年記念出版
『大阪大学新世紀セミナー』─テーマと執筆者─

記
念
イ
ベ
ン
ト

未
来
を
み
つ
め

阪
大
か
ら
の
発
信



年（
享
保
9
年
）に
大
坂
・
尼
崎
町（
現
在
の

中
央
区
今
橋
3
）に
創
設
さ
れ
た
町
人
の
学

問
所
。
特
定
の
学
派
・
学
説
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
由
な
学
風
は
、大
坂
の
町
人
に
歓
迎
さ

れ
、
大
坂
の
文
化
、
学
問
を
高
め
た
。
戦
災

時
に
お
い
て
も
蔵
書
は
難
を
免
れ
、
約
4

万
8
千
点
の
書
籍
、資
料
が
大
阪
大
学
に
寄

贈
さ
れ
、図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

医
学
部
を
含
む
理
系
は
適
塾
、
文
系
は

懐
徳
堂
を
源
流
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
教
育
者
で
も
あ
っ
た
緒
方
洪
庵
が
説

い
た
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
教
え
や
、懐

徳
堂
に
お
け
る「
徳
」の
考
え
方
は
、現
代
社

会
に
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
、
精
神
的
な
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
す
べ
き
と
の
論
評
も
あ
る
。
そ

こ
で
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・コ
ン
テ
ン
ツ
実
行
委

員
会
は
、適
塾
と
懐
徳
堂
の
思
想
を
デ
ィ
ジ

タ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ア
タ
ー
で
現
在
に
よ
み

が
え
ら
す
こ
と
は
、阪
大
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
伝
承

に
な
り
、阪
大
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
分
野

の
最
先
端
技
術
を
学
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

絶
好
の
機
会
と
の
考
え
か
ら
企
画
し
た
。

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
電
子
遺
産
と
し
て

活
用「

バ
ー
チ
ャ
ル
適
塾
」は
現
存
す
る
建
物
の

外
観
や
部
屋
を
写
真
撮
影
し
、高
度
画
像
処
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ン
ト
の
ね
ら
い
で
も
あ
る
、
阪
大
の
ル
ー
ツ

（
過
去
）と
O
B
た
ち
の
活
躍
を
紹
介
し
、若

い
世
代
へ
参
加
を
求
め
て
い
く
。

阪
大
の
ル
ー
ツ
と
し
て
は
、阪
大
の
源
流
で

あ
る
適
塾
・
懐
徳
堂
を
空
間
に
再
現
す
る
デ

ィ
ジ
タ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ア
タ
ー
の
ほ
か
に
写

真
パ
ネ
ル
展
で
70
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

●
「
手
塚
治
虫
の
世
界
」
展
や
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
も

O
B
の
活
躍
を
代
表
す
る
の
が「
手
塚
治

虫
の
世
界
」展
。
手
塚
治
虫
は
阪
大
医
学
部

の
前
身
、
大
阪
帝
国
大
学
附
属
医
学
専
門

部
の
出
身
。
学
生
の
頃
は
劇
団
を
つ
く
り
、

脚
本
を
漫
画
に
し
て
周
囲
を
驚
か
せ
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
鉄
腕
ア
ト
ム
や
サ
イ

ボ
ー
グ
な
ど
の
作
品
は
、21
世
紀
の
科
学
・

医
療
を
漫
画
で
先
取
り
し
た
も
の
で
、先
見

性
は
阪
大
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
合
致
す
る
。
約

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ス
ペ
ー
ス
に
手
塚
治

虫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
展
示
す
る
。

昆
虫
な
ど
生
き
も
の
に
も
興
味
を
示
し

た
手
塚
治
虫
に
ち
な
ん
で
大
阪
府
と
そ
の

周
辺
の
小
・
中
・
高
生
を
対
象
に
昆
虫
精
密

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
、優
秀
作
品
を
表
彰
、

展
示
す
る
。「
わ
た
し
た
ち
が
活
躍
し
て
い

ま
す
」（
仮
称
）の
タ
イ
ト
ル
で
、O
B
が
取
り

組
ん
だ
研
究
成
果
や
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
、
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢
献
し
た
業
績
な
ど
を

披
露
、併
せ
て
現
役
教
授
等
の
活
躍
ぶ
り
も

有
形
、無
形
合
わ
せ
て
公
表
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
O
B
懇
親
会
や
関

西
フ
ィ
ル
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
、学
生
バ

ン
ド
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
企
画
、阪
大

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
も
予
定
し

て
い
る
。

阪
大
の
源
流
、
適
塾
・
懐
徳
堂
を
最
新
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
を
使
っ
て
バ
ー
チ
ャ
ル

空
間
に
再
現
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
設
営
し
た

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
。
適
塾
・
懐

徳
堂
の
貴
重
な
資
料
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
て
保
存
、
イ
ベ
ン
ト
後
は
阪
大
の
電
子
遺

産
と
し
て
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
活
用
、
一
般
に
も
公
開
す
る
。

適
塾
は
、幕
末
の
蘭
学
者
で
医
学
者
だ
っ

た
緒
方
洪
庵
が
大
坂
・
瓦
町（
後
に
現
在
の

北
浜
に
移
転
）に
開
い
た
学
塾
。
福
沢
諭
吉
、

大
村
益
次
郎
、
橋
本
左
内
な
ど
日
本
の
近

代
を
切
り
開
い
た
多
く
の
人
物
を
輩
出
。こ

こ
で
養
わ
れ
た
自
由
な
精
神
や
先
見
性
は
、

大
阪
大
学
の
支
柱
と
し
て
今
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
重
要
文
化
財
の
建
物
は
阪
大
の

前
身
、大
阪
帝
国
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、昭
和

55
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

懐
徳
堂
は
、
適
塾
よ
り
早
く
、1
7
2
4

理
技
術
を
使
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
に
取
り
込

む
。こ
こ
で
洪
庵
が
医
師
を
志
す
若
者
や
塾

生
に
教
え
を
説
い
た
り
す
る
場
面
を
バ
ー
チ

ャ
ル
空
間
で
演
出
。
洪
庵
の
人
柄
や
適
塾
の

精
神
を
リ
ア
ル
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。

「
バ
ー
チ
ャ
ル
懐
徳
堂
」は
、
建
物
が
現
存

し
な
い
た
め
、残
さ
れ
た
江
戸
期
の
図
面
を

基
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
再
現

さ
せ
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
講
義
を
バ
ー
チ
ャ

ル
空
間
上
で
実
現
。

適
塾
・
懐
徳
堂
は
合
わ
せ
て
約
20
分
の
映

像
。
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
に
設
営
し
た
シ

ア
タ
ー
で
大
型
の
高
精
細
ス
ク
リ
ー
ン
で
公

開
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、

関
係
す
る
蔵
書
や
塾
生
情
報
な
ど
の
資
料

は
デ
ィ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
サ
イ
バ
ー

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、充
実
を
は
か
っ

て
学
術
研
究
や
阪
大
が
行
な
っ
て
い
る
一
般

向
け
の
公
開
講
座
な
ど
で
広
く
利
用
し
て

い
く
。

デ
ィ
ジ
タ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ア
タ
ー

阪
大
の
源
流
、

適
塾
・
懐
徳
堂
を

バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
再
現
、

適
塾
・
懐
徳
堂
精
神
の
伝
承

●バーチャル適塾「イメージ資料」

●阪大の源流「適塾」（上）
と緒方洪庵（右下）
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ロ
ボ
ッ
ト
の
ワ
ー
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
、
ロ
ボ

カ
ッ
プ
。
今
年
4
回
目
を
数
え
た
8
月
の
メ

ル
ボ
ル
ン
大
会
に
は
1
5
0
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
世
界
の
研
究

者
も
３５
カ
国
・
3
0
0
0
人
を
超
え
た
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
同
時
に
開
催
、
国
際
的
な

学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
成
長
し
た
、
こ
の
ロ

ボ
カ
ッ
プ
の
提
唱
者
の
一
人
が
大
阪
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
の
浅
田
稔
教
授
。
夢

は「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
・
ロ
ボ
ッ
ト（
人
間
型
ロ

ボ
ッ
ト
）が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
勝
利
す
る
こ
と
」。
そ
れ
が
意
味
す
る

も
の
は
、
人
間
と
共
存
可
能
な
”自
ら
行
動

す
る
、
知
恵
の
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
“の
開
発
で

あ
る
。

●
世
界
の
研
究
者
が
ロ
ボ
カ
ッ
プ
に
賛
同

人
工
知
能
の
研
究
の
始
ま
り
は
1
9
5
0

年
ご
ろ
か
ら
で
、チ
ェ
ス
の
で
き
る
人
工
知
能

が
人
間
と
勝
負
し
て
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
し

た
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ス
は
目
標
に
何
度
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
た
結
果
、97
年
に
チ
ェ
ス

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
打
破
し
、そ
の
使

命
を
終
え
た
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、「
こ
れ
で
何
が
解
決
さ
れ
た
の

か
」。
単
純
な
疑
問
を
抱
い
た
浅
田
教
授
は
、

研
究
仲
間
で
あ
る
ソ
ニ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
所
の
北
野
宏
明
さ
ん
と「
人

工
シ
ス
テ
ム
で
賢
さ
を
表
す
も
っ
と
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
目
標
は
な
い
も
の
か
」と
話
し
合
っ
て

い
て
ロ
ボ
ッ
カ
ッ
プ
を
思
い
つ
い
た
。

「
発
想
は
単
純
」（
浅
田
教
授
）だ
が
、ロ
ボ

カ
ッ
プ
を
提
唱
し
た
と
こ
ろ
、
世
界
各
国
の

人
工
知
能
研
究
者
や
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者
が
賛

同
。
国
際
ロ
ボ
カ
ッ
プ
委
員
会
が
発
足
さ
れ
、

会
長
に
北
野
さ
ん
、副
会
長
に
浅
田
教
授
が

就
任
、97
年
に
名
古
屋
市
で
国
際
人
工
知
能

会
議
が
開
か
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
第
一
回
ロ

ボ
カ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

ロ
ボ
カ
ッ
プ
に
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門

と
実
機
部
門
が
あ
る
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
部

門
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル

（
仮
想
）の
サ
ッ
カ
ー
。ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
す
る

の
が
実
機
部
門
で
、小
型（
１
チ
ー
ム
５
台
）

と
中
型（
１
チ
ー
ム
４
台
）に
分
か
れ
る
。
小

型
は
床
面
へ
の
投
影
面
積
が
直
径
約
15
セ
ン

チ
以
下
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
卓
球
台
の
大
き
さ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
ボ
ー
ル
に
し

て
対
戦
。
中
型
は
大
き
さ
が
直
径
50
セ
ン
チ

以
下
で
、卓
球
台
9
台（
実
際
の
フ
ィ
ー
ル
ド

の
15
分
の
1
）の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、ボ
ー
ル
は
フ

ッ
ト
サ
ル
4
号
球
を
使
う
。
中
型
は
カ
メ
ラ

を
含
め
た
セ
ン
サ
ー
類
の
搭
載
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、小
型
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
小
さ
い

た
め
搭
載
が
難
し
く
、フ
ィ
ー
ル
ド
を
上
か

ら
カ
メ
ラ
で
み
る
シ
ス
テ
ム
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭

載
さ
れ
た
カ
メ
ラ
と
の
併
用
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。

基
本
的
に
は
F
I
F
A（
国
際
サ
ッ
カ
ー
連

盟
）の
公
式
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
う
が
、ロ
ボ

ッ
ト
特
有
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
。

浅
田
教
授
の
研
究
室
は
中
型
に
出
場
。

32
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
第
一
回
大
会
で
は
南

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
対
戦
、引
き
分
け
で

両
校
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。
大
会
は

年
一
回
開
催
さ
れ
、
参
加
チ
ー
ム
は
年
々

50
％
ず
つ
増
え
、ロ
ボ
カ
ッ
プ
熱
は
高
ま
る
ば

か
り
だ
。
イ
タ
リ
ア
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
、

ド
イ
ツ
は
数
チ
ー
ム
を
送
り
込
ん
で
く
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
サ
ッ
カ
ー
と
い
え
ど
も
勝
つ
こ
と

に
こ
だ
わ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
国
柄
で
、競
技

場
は
大
変
な
熱
気
に
包
ま
れ
る
。

●
強
化
学
習
で
意
識
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
へ

ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
は
、本
体
を
つ
く
る
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
と
そ
れ
に
搭
載
す
る
頭
脳
部
分
を

開
発
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
分
か
れ
る
。
浅
田

教
授
の
研
究
室
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究
で
、

今
、サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
ら
判
断
で
き
る

よ
う
、学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、カ
メ
ラ
、赤
外

線
、
接
触
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
ボ
ー
ル
や
ゴ

ー
ル
の
色
を
認
識
し
て
行
動
す
る
。
し
か
し
、

カ
メ
ラ
は
周
囲
の
も
の
も
と
ら
え
る
た
め
、

ロ
ボ
ッ
ト
は
と
ん
で
も
な
い
方
向
へ
動
き
出

し
た
り
す
る
。

そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
浅
田
教
授
は
、
ど
う
す

れ
ば
相
手
チ
ー
ム
の
動
き
を
読
み
、ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
を
回
避
し
て
ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル
に

蹴
り
込
む
よ
う
に
覚
え
さ
せ
る
の
か
と
い
う
、

強
化
学
習
法
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
実
験

'特集 ロボカップ

人間と共存する知能ロボットの開発
夢はワールドカップのチャンピオンに勝つロボット
●大学院工学研究科教授---------------------------------浅田　稔---------------------------------Minoru Asada

Email : asada@ams.eng.osaka-u.ac.jp

●「ロボットのチームがワールドカップのチャンピオンに勝つのが夢」と
話す大学院工学研究科の浅田 稔 教授（研究室で）
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［浅田研究室］-------http://www.er.ams.eng.osaka-u.ac.jp/
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動
物
に
、あ
る
行
動
を
覚
え
こ
ま
せ
る
時
に

使
わ
れ
る
手
法
と
同
じ
で
、正
し
い
行
動
を

し
た
と
き
に
は
報
酬
を
与
え
、失
敗
し
た
と

き
は
罰
を
与
え
る
こ
と
で
、正
し
い
行
動
を

覚
え
さ
せ
る
、と
い
う
も
の
。
動
物
が
本
能
的

に
そ
れ
を
選
別
す
る
の
と
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
つ
く
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
”頭
脳
“
に
す
れ
ば
強

化
学
習
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
え
。

浅
田
教
授
は
学
習
方
法
を
開
発
し
、ロ
ボ

ッ
ト
が
自
然
に
パ
ス
と
シ
ュ
ー
ト
が
で
き
る
よ

う
に
何
万
回
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

そ
の
結
果
、ロ
ボ
ッ
ト
は
パ
ス
と
シ
ュ
ー
ト
を

す
る
よ
う
に
な
り
、成
功
率
も
高
く
な
っ
た

と
い
う
。
ゴ
ー
ル
と
ボ
ー
ル
だ
け
の
関
係
か

ら
、ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
が
登
場
し
た
場
合
の
学

習
へ
と
段
階
を
踏
み
な
が
ら
研
究
を
重
ね
て

い
る
。

相
手
の
チ
ー
ム
の
動
き
を
観
察
し
、行
動

を
予
測
す
る
な
ど
課
題
は
ま
だ
多
い
が
、浅

田
教
授
は「
ロ
ボ
ッ
ト
が
相
手
と
衝
突
す
る

こ
と
で
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
い
き
、体

験
す
る
こ
と
で
自
分
と
の
関
わ
り
な
ど
を

意
識
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
自
律

性
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て

い
る
。ロ
ボ
カ
ッ
プ
で
勝
利
す
る
こ
と
が
目
的

な
ら
、ロ
ボ
ッ
ト
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
な
っ
て
し
ま

う
」と
ロ
ボ
カ
ッ
プ
に
か
け
る
期
待
の
大
き
さ

に
つ
い
て
話
す
。

●
な
ぜ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
サ
ッ
カ
ー
な
の
か

今
、複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
一
定
の
タ

ス
ク
を
達
成
す
る
た
め
の
協
調
シ
ス
テ
ム
研

究
が
盛
ん
と
い
わ
れ
る
。ロ
ボ
カ
ッ
プ
は
そ
の

格
好
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ス
も
人
工
知
能
の
研
究

対
象
と
さ
れ
た
が
、チ
ェ
ス
は
静
的
盤
面
で

展
開
し
、次
の
一
手
ま
で
に
考
え
る
時
間
の

余
裕
が
あ
る
の
に
対
し
サ
ッ
カ
ー
は
動
的
で

変
化
が
激
し
く
、状
況
に
応
じ
て
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト

が
協
調
し
な
が
ら
チ
ー
ム
プ
レ
ー
す
る
の
は

ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
は
大
変
な
こ
と
。ロ
ボ
カ
ッ

プ
に
世
界
の
研
究
者
が
情
熱
を
燃
や
す
の

は
、ロ
ボ
カ
ッ
プ
が
ア
ポ
ロ
計
画
と
同
様
に
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
か
ら
だ
。

夢
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
、広
く
一
般
に
分

か
り
や
す
く
、お
も
し
ろ
い
こ
と
。
そ
し
て

実
現
に
必
要
な
技
術
が
次
世
代
の
産
業
の

基
盤
と
な
り
う
る
も
の

―
。
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
条
件
を
ロ
ボ
カ
ッ
プ
は
備

え
て
い
る
。

本
物
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、ロ
ボ
ッ
ト
の
チ
ー

ム
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
対

戦
し
て
勝
つ
、と
い
え
ば
夢
が
あ
る
。
そ
し

て
、月
に
行
く
と
い
う
大
目
標
を
立
て
て
宇

宙
計
画
を
押
し
進
め
た
ア
ポ
ロ
計
画
が
、目

標
達
成
の
過
程
で
い
ろ
ん
な
技
術
を
生
み

出
し
、
米
国
の
産
業
基
盤
づ
く
り
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
よ
う
に
、

ロ
ボ
カ
ッ
プ
も
人
工
知
能

や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
分
野

で
、み
ん
な
が
目
標
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
大
き
な

期
待
が
で
き
る
テ
ー
マ
で

あ
る
。

セ
ン
タ
リ
ン
グ
や
パ
ス
回

し
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
、ど

の
方
向
に
も
自
由
に
移
動

が
で
き
る
全
方
向
移
動
型

ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が

つ
く
っ
た
人
間
に
近
い
動

き
を
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ

ド
・
ロ
ボ
ッ
ト
が
ロ
ボ
カ
ッ

プ
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
に
参

加
す
る
な
ど
完
全
自
律
型

へ
向
け
た
技
術
開
発
は
進

ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
技

術
開
発
を
さ
ら
に
追
究
す

る
た
め
、ロ
ボ
カ
ッ
プ
で
は

競
技
会
の
ほ
か
に
研
究
集

会
を
開
催
、
各
国
の
研
究

者
が
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
や

課
題
な
ど
を
議
論
し
て
い
る
。ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ

ュ
ニ
ア（
教
育
用
リ
ー
グ
）も
計
画
。
機
械
工

学
、電
子
工
学
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が

同
時
に
要
求
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
は
、

子
供
た
ち
の
問
題
解
決
能
力
を
養
う
の
に

適
し
て
お
り
、
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
委
員
会
で
実

現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

●「
人
間
と
共
存
す
る
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
、
そ
の
た
め
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
で
す
」

国
際
的
な
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日

本
か
ら
発
信
し
て
組
織
さ
れ
た
の
は
ロ
ボ
カ

ッ
プ
が
初
め
て

―
と
言
う
浅
田
教
授
。

「
我
々
の
最
終
目
標
は
、2
0
5
0
年
ま
で
に

ロ
ボ
ッ
ト
の
チ
ー
ム
が
本
物
の
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
負
か
す
こ
と
」だ
が
、目
指
す
も

う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
、
知
能
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
。

「
人
工
知
能
を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
、と
よ

く
言
わ
れ
る
が
、私
は
い
つ
も
そ
れ
を
否
定

し
て
い
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
の
知
能
は
ボ
デ
ィ
な

し
で
は
発
生
し
得
な
い
の
で
す
。
知
能
ロ
ボ

ッ
ト
の
知
能
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
も
の
で
、

設
計
者
側
に
あ
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
に
な
い
。
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
が
賢
い
の
で
あ
る
。
が
、そ
う
で
な

く
て
、ロ
ボ
ッ
ト
は
環
境
の
中
で
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
自
ら
知
能
を
発
現
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
も
パ

ス
し
た
り
、シ
ュ
ー
ト
を
重
ね
る
こ
と
で
状
況

を
判
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
災
害
救

助
や
老
人
介
護
へ
の
応
用
も
考
え
ら
れ
、近

い
将
来
、
人
間
と
共
存
す
る
知
能
ロ
ボ
ッ
ト

が
登
場
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
向
か

っ
て
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
、と
い
う
の

が
ロ
ボ
カ
ッ
プ
な
ん
で
す
」。

●今年6月に公立はこだて未来大学で開催された、「ロボカップジャパンオープン」の中型の試合風景
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高
ま
る
産
官
学
連
携
の
ニ
ー
ズ
に
呼
応
、
大
阪
大
学
の
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

（
先
端
セ
ン
タ
ー
＝
仲
田
周
次
セ
ン
タ
ー
長
）は
、
4
月
に
大
幅
な
組
織
拡
充
を
図
り
、
応
用

開
発
型
国
際
的
大
型
共
同
研
究
や
技
術
研
修
な
ど
、
よ
り
積
極
的
な
産
官
学
連
携
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
阪
T
L
O（
技
術
移
転
機
構
）設
立
を
視
野
に
入
れ
、
特
許
相
談
室

も
設
置
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
7
月
5
日
に
は
学
内
で
改
組
・
拡
充
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
新
た
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
呼
び
か
け
た
。

●
最
先
端
科
学
技
術
に
対
応
す
る
体
制
に

強
化国

公
立
大
学
の
産
官
学
連
携
で
は
、東
大

と
1
、2
位
を
争
う
実
績
の
あ
る
大
阪
大
学
。

そ
の
中
核
と
し
て
1
9
9
5
年
4
月
に
設
立

し
た
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、工
学
系
の
ほ
か
社
会
科
学
系
を
含
め
た

す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
る
領
域
の
共
同
研

究
、受
託
研
究
を
実
施
、成
果
を
積
み
上
げ

て
き
た
。
し
か
し
、目
ざ
ま
し
い
ス
ピ
ー
ド
で

進
展
す
る
最
近
の
通
信
情
報
技
術
や
21
世

紀
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
な
ど
最
先
端
の
科
学
技
術
に
対
応
す

る
に
は
組
織
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
、今
回

の
改
組
・
拡
充
と
な
っ
た
。

新
体
制
は
、①
総
合
リ
エ
ゾ
ン
・コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
部
門
②
先
端
科
学
技
術
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
③
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
部
門

の
3
部
門
で
組
織
。
先
端
科
学
技
術
イ
ン
キ

ュベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
に
は
①
機
能
物
質
系
②
電

子
材
料
・
シ
ス
テ
ム
系
③
材
料
・
生
産
系
④
環

境
・
資
源
系
⑤
バ
イ
オ
・
生
命
系

―
の
5
分

野
を
設
け
た
。
そ
れ
に
伴
い
、陣
容
も
こ
れ

ま
で
の
専
任
2
人（
助
教
授
1
人
、
助
手
1

人
）体
制
か
ら
教
授
6
人
、助
教
授
1
人
、助

手
5
人
に
増
や
し
、
総
勢
三
十
数
人
に
強

化
。
こ
れ
を
、
従
来
ど
お
り
学
部
の
教
官
、

客
員
教
授
ら
が
バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

●
Ｔ
Ｌ
Ｏ
設
立
を
視
野
に
特
許
相
談
も

新
技
術
・
新
産
業
の
創
出
を
目
指
す
先

端
セ
ン
タ
ー
は
、応
用
開
発
型
大
型
共
同
研

究
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
先
端
科
学
技
術
の
推

進
、産
官
学
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
と
国

内
外
の
学
術
研
究
情
報
を
収
集
・
提
供
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
技
術
研
修
を
行

い
、創
造
的
人
材
の
育
成
に
も
努
め
る
。

そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
、先
端
科
学
技

術
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
は
、次
世
代
の

重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、グ
リ

ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

柱
に
し
た
大
型
共
同
研
究
、受
託
研
究
を
各

部
門
ご
と
に
推
進
。
学
内
や
他
大
学
と
実
現

可
能
な
共
同
研
究
の
橋
渡
し
役
も
行
う
。

産
官
学
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
の
要
と

な
る
総
合
リ
エ
ゾ
ン
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
部

門
は
、イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
連
携
し
、

産
官
学
連
携
の
シ
ス
テ
ム
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
進
め
る
と
共
に
、研
究
会
や
研

修
会
を
実
施
、国
際
競
争
力
を
高
め
、新
産

業
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ま
た
、大
学
の
取
得
し
た
特
許
を
企
業
に

売
り
込
む
T
L
O
設
立
を
目
指
し
て
技
術
・

特
許
相
談
を
実
施
、手
続
き
な
ど
実
務
面
や

教
官
か
ら
の
特
許
譲
渡
、
申
請
代
行
も
行

う
。こ
の
ほ
か
、大
学
院
工
学
研
究
科
な
ど

と
協
力
し
、学
内
教
官
の
研
究
可
能
な
テ
ー

マ
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
。
研
究
シ
ー
ズ（
基
礎
的
研
究
）の

有
効
活
用
も
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
く
。

●「
大
学
の
知
的
資
産
を
還
元
し
て
社
会
貢

献
を
」

仲
田
セ
ン
タ
ー
長
は「
今
、大
学
は
新
た
な

使
命
と
し
て
社
会
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
大
学
の
知
恵
と
知
的
資
産
を
還

元
す
る
こ
と
で
す
が
、今
は
学
部
や
研
究
室

が
単
独
で
は
高
度
化
が
進
む
国
際
社
会
に

対
応
で
き
な
い
。
横
断
的
な
体
制
が
必
要
で

す
。
先
端
セ
ン
タ
ー
の
改
組
・
拡
充
を
機
に
、

よ
り
一
層
、時
代
の
要
請
に
応
え
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
る
。

'
特
集
・
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
①

「
産
学
連
携
」本
格
化

先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

大
幅
改
組
・
拡
充

！

！
センター長 

  

運営委員会 

センター 
教授会 

 副センター長 
総合リエゾン・コーディネーション部門 

アドバイザリー部門 

機能物質系分野 

先端科学技術インキュベーション部門 

電子材料・システム系分野 

材料・生産系分野 

環境・資源系分野 

バイオ・生命系分野 

●組織図

●先端科学技術共同研究センター

'
特
集
・
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
②

改
組
・
拡
充
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム---------

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
新
た
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
」

何
を
研
究
す
る
か
が
大
学
の
個
性
。

頼
り
に
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
は
学
生
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改
組
・
拡
充
を
行
い
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
大
阪
大
学
先
端
科
学
技
術
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
。
そ
れ
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
７
月
５
日
、
大
阪
大
学
銀
杏
会

館
で
開
か
れ
た
。
ホ
ッ
ト
な
課
題
で
あ
る

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
新
た
な
る
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
」に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
、
参
加
し
た
産
官
学
の
関
係
者

二
百
数
十
人
は
熱
心
に
聴
講
し
た
。

開
会
の
辞
で
仲
田
周
次
・
先
端
科
学
技
術

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
は「
先
端
セ
ン
タ
ー

は
、
大
阪
大
学
の
産
官
学
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、

改
組
・
拡
充
を
機
に
、よ
り
一
層
、
大
学
の

知
的
資
産
を
提
供
、社
会
貢
献
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
、新
体
制
で

の
決
意
を
表
明
。
岸
本
忠
三
総
長
も「
大
阪

大
学
は
、”地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る
“を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
が
、
先
端
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
し
た
産
官
学
と
の
総
合
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
記
念

講
演
の
講
師
で
も
あ
る
文
部

省
の
河
村
潤
子
・
学
術
国
際

局
研
究
助
成
課
長
は「
産
官

学
連
携
に
大
き
な
実
力
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
大
阪
大
学
の

先
端
セ
ン
タ
ー
が
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
産
業
を
育
成
し
て
い
く
た

め
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
、改
組
・
拡
充
さ
れ

た
先
端
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ

い
て
、城
田
靖
彦
・
副
セ
ン
タ

ー
長
、
宮
本
勇
・
副
セ
ン
タ
ー

長
ら
が
説
明
し
た
。

記
念
講
演
で
は
産
・
官
・
学
の
3
人
の
講

師
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
創
出
と
新
た
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
」に
つ
い
て
、
現
状
報
告
や
提
言
を

行
っ
た
。

●
「
産
と
の
連
携
は
大
学
の
改
革
に
つ
な

が
る
」

最
初
に
、
河
村
研
究
助
成
課
長
は「
大
学

発
の
産
学
連
携
」と
題
し
て
講
演
。「
産
業
界

と
大
学
と
の
関
係
は
、一
方
的
な
関
係
か
ら

相
互
交
流
、知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
の
発
展
途

上
に
あ
る
」と
前
置
き
し
、
国
の
制
度
の
整

備
な
ど
産
学
連
携
の
あ
ゆ
み
や
現
状
、共
同

研
究
、
受
託
研
究
の
円
滑
な
実
施
な
ど
施

策
展
開
を
説
明
。
そ
の
上
で
、「
大
学
発
」の

産
学
連
携
は
、「
大
学
が
大
学
と
し
て
の
方

針
を
持
ち
、組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
」と
示
唆
。
そ
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は「
何
の
た
め
に
、何
を
、ど
の
よ
う
に
す

る
か
で
あ
る
」と
提
言
。「
産
と
の
連
携
は
研

究
課
題
と
な
り
、引
い
て
は
大
学
改
革
に
つ

な
が
る
。
そ
し
て
、
何
を
研
究
す
る
か
が
大

学
の
個
性
と
な
る
。
部
局
を
越
え
て
の
取
り

組
み
が
必
要
。
阪
大
は
、産
学
連
携
型
と
い

う
か
、産
業
界
と
の
共
同
研
究
な
ど
に
実
績

が
あ
る
」と
結
び
、期
待
を
か
け
た
。

●「
パ
ー
ト
ナ
ー
は
学
生
」

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
の
こ
れ
か
ら
の
学
生
」を
テ
ー
マ
に
し
た

真
田
英
彦
・
大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
教
授
は
、
冒
頭
、「
大
学
が
必
要
と
す

る
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
先
生
と
学

生
の
協
力
で
あ
り
、そ
の
関
係
の
再
構
築
が

必
要
、と
い
う
の
が
私
の
考
え
」と
結
論
か

ら
切
り
出
し
た
。

真
田
教
授
は「
現
代
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

I
T
技
術
で
あ
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代

表
さ
れ
る
新
し
い
通
信
手
段
で
あ
る
」と
基

本
的
な
考
え
を
示
し
、
情
報
革
命
の
中
で

は
、「
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
る
パ
ン
の
よ

う
な
”も
の
“
の
価
値
を
中
心
と
し
た
経
済

か
ら
、与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
大
す
る〝
情

報
〞
の
価
値
を
中
心
と
し
た
経
済
に
移
行

す
る
」。
こ
れ
を
、こ
と
ば
の
時
代
、と
の
ユ

ニ
ー
ク
な
理
論
を
展
開
。
こ
と
ば
の
時
代
は

「
日
本
の
文
化
を
世
界
に
発
信
す
る
チ
ャ
ン

ス
」と
提
案
。
大
阪
大
学
が「
”地
域
に
生
き

世
界
に
伸
び
る
“
戦
略
を
成
功
さ
せ
る
に

も
、頼
り
に
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
は
学
生
…
こ

れ
か
ら
の
大
学
の
役
割
は
重
大
」と
結
ん
だ
。

●
「
ス
ピ
ー
ド
と
パ
テ
ン
ト
競
争
に
勝
つ

こ
と
」

ア
ン
カ
ー
で
登
壇
し
た
松
下
電
器
産
業
株

式
会
社
の
櫛
木
好
明
・マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
担
当

取
締
役
の
タ
イ
ト
ル
は「
放
送
・
通
信
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
融
合
時
代
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
」。

櫛
木
取
締
役
は「
最
近
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
人
類
最
大
の
変
革
」と
、率

直
な
感
想
を
述
べ
、目
を
見
張
る
よ
う
な
速

さ
で
進
展
す
る
通
信
・
情
報
化
の
現
状
と
展

望
、そ
し
て
対
応
に
つ
い
て
図
を
示
し
な
が

ら
説
い
た
。

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ィ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行
や
放

送
・
通
信
・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
融
合
イ
ン
フ
ラ
事

業
の
再
構
築
な
ど
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
大
変
革
は「
こ
の
10
年
で
す
べ
て
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
」と
予
測
。
具
体
的
に
は
、通

信
速
度
・
容
量
の
増
加
な
ど
高
度
化
の
進
む

情
報
通
信
技
術
、デ
ィ
ジ
タ
ル
家
電
の
進
展

や
年
平
均
30
％
の
成
長
を
と
げ
る
ネ
ッ
ト
家

電
向
け
シ
ス
テ
ム
L
S
I
市
場
な
ど
を
例
に

あ
げ
た
。
さ
ら
に
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

人
口
は
2
0
0
3
年
に
は
5
5
0
0
万
人

に
達
す
る
」と
進
展
す
る
大
衆
化
の
独
自
デ

ー
タ
も
公
表
。「
デ
ィ
ジ
タ
ル
T
V
放
送
、モ
バ

イ
ル
通
信
、メ
デ
ィ
ア
パッ
ケ
ー
ジ
を
融
合
さ

せ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ナ
ジ
ー
が
誕
生
。
業

界
で
は
今
、水
面
下
で
激
し
い
競
争
を
繰
り

広
げ
て
い
る
」な
ど
生
々
し
い
現
状
も
報
告
。

I
T
（
情
報
技
術
）時
代
へ
の
変
革
と
研

究
開
発
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
家
電
機
器

の
設
計
技
術
の
比
重
は
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
L
S

I
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
移
行
、

2
0
0
5
年
に
は
、そ
の
比
率
は
半
々
に
な

る
」と
し
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
時
代
の
研
究
開
発

に
は「
ス
ピ
ー
ド
と
パ
テ
ン
ト
競
争
に
勝
つ
こ

と
。
特
に
、
最
近
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
、

先
行
、逃
げ
切
り
型
が
求
め
ら
れ
る
」と
体

験
を
交
え
た
厳
し
さ
を
披
れ
き
し
た
。

そ
し
て「
知
的
財
産
権
の
確
保
は
、
戦
略

と
し
て
不
可
欠
」と
し
、欧
米
に
比
べ
て
少
な

い
日
本
の
特
許
出
願
数
を
指
摘
、ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
が
情
報
通
信
関
連
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
と
有
効
な
産
学
連
携
に
よ
る
相
乗
効

果
を
上
げ
て
い
る
例
を
示
し
た
。
最
後
に
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
新
た
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
に
向
け
て
国
際
競
争
力
の

強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
先
端
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
」と
結
ん
だ
。

3
人
の
講
演
を
受
け
て
、質
疑
応
答
も
あ

り
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
産
官
学
に
新
た

な
テ
ー
マ
を
提
案
す
る
形
で
終
え
た
。
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遺
伝
子
や
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
次
世
代
の
疾
病
治
療
が
台
頭
、
創
薬
研
究
は
今
、
新

た
な
時
代
に
入
っ
て
い
る
が
、
大
阪
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
の
真
弓
忠
範
教
授
の
グ
ル
ー

プ
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め
の
究
極
の
製
剤
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。
最
も
優

れ
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
粒
子
と
さ
れ
る
細
胞
を
製
剤
に
し
よ
う
と
い
う
研
究
。
こ
の
細

胞
性
製
剤
が
完
成
す
れ
ば
、
夢
の
薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
D
D
S（D

ru
g
D
e
liv
e
ry

S
y
s
te
m

）製
剤
が
誕
生
す
る
。

る
。
こ
れ
が
徐
放
性
製
剤
で
、そ
れ
を
前
進

さ
せ
る
と
D
D
S
製
剤
と
な
る
。

必
要
な
時
に
、必
要
な
量
を
、必
要
な
場

所
に
薬
を
送
達
さ
せ
る

―
と
い
う
の
が
D

D
S
製
剤
の
概
念
で
、
研
究
・
開
発
は
世
界

的
な
テ
ー
マ
。
す
で
に
実
用
化
に
向
か
っ
て
お

り
、
米
国
で
は
2
0
0
5
年
に
は
全
医
薬
品

の
20
％
が
D
D
S
製
剤
で
占
め
ら
れ
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

D
D
S
製
剤
の
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
遺
伝
子
や
蛋
白
質
な
ど
の
高
分

子
物
質
。
分
子
細
胞
生
物
学
の
進
歩
で
、従

来
の
有
機
化
合
物
だ
け
を「
薬
」と
す
る
の

で
な
く
、遺
伝
子
を「
薬
」と
し
て
と
ら
え
る

遺
伝
子
治
療
や
細
胞
の
機
能
を
生
か
し
て

細
胞
そ
の
も
の
を「
薬
」と
し
て
と
ら
え
て
疾

病
治
療
を
行
お
う
と
す
る
細
胞
治
療
・
再

生
医
療
へ
の
取
り
組
み
が
顕
著
。
薬
物
に
対

す
る
概
念
、認
識
の
急
速
な
変
化
を
物
語
っ

て
い
る
。

●
細
胞
内
で
の
動
態
研
究
が
こ
れ
か
ら

課
題真

弓
教
授
は「
20
世
紀
は
体
内
動
態
が
研

究
課
題
だ
っ
た
が
、21
世
紀
は
細
胞
内
動
態

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
」と
い
う
。こ
れ
ま
で
は

組
織
・
細
胞
に
薬
を
送
達
す
る
こ
と
が
目
的

で
、
細
胞
内
で
薬
が
ど
う
分
布
し
、ど
の
よ

う
に
作
用
す
る
か
の
研
究
は
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。こ
れ
か
ら
は
、も
っ
と
ミ
ク
ロ
の
世
界
、

体
を
組
織
す
る
最
小
単
位
の
細
胞
内
で
の

動
態
の
究
明
が
重
要
に
な
る
と
い
う
の
だ
。

そ
し
て
、
今
、
最
も
進
ん
だ
研
究
と
さ
れ
る

細
胞
内
で
の
徐
放
性
製
剤
が
実
現
す
れ
ば
、

薬
剤
の
持
続
性
を
高
め
、よ
り
効
率
的
な
治

療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
細
胞
内
に
は
酵
素
が
あ
り
、

製
剤
の
効
き
目
が
持
続
し
な
い
。

こ
の
た
め
、真
弓
教
授
は
膜
融
合
リ
ポ
ソ

ー
ム
を
応
用
、遺
伝
子
や
医
薬
品
を
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
タ
ー（
1
マ
イ
ク
ロ
は
1
0
0
0
分
の
1

ミ
リ
）、ナ
ノ
メ
ー
タ
ー（
1
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
は

1
0
0
万
分
の
1
ミ
リ
）オ
ー
ダ
ー
の
極
微
小

の
ゲ
ル
に
詰
め
込
ん
だ
粒
子
を
つ
く
り
、徐

放
性
製
剤
と
し
て
細
胞
内
に
送
達
し
て
放

出
さ
せ
れ
ば
、酵
素
に
よ
る
分
解
を
防
止
で

き
る
と
想
定
。
が
ん
細
胞
を
モ
デ
ル
病
態
に

究
極
の
製
剤
―「
細
胞
」

'
夢
の
Ｄ
Ｄ
Ｓ
製
剤
、
細
胞
性
製
剤
の
開
発
へ

●

大
学
院
薬
学
研
究
科
教
授-----------------------------

真
弓
忠
範----------------------------- T

a
d
a

n
o
ri

M
a

yu
m

i

E
m

a
il

:m
a

yu
m

i@
p
h

s.o
sa

k
a

-u
.a

c.jp
●
効
率
的
な
徐
放
性
製
剤
の
開
発
が
世
界

の
テ
ー
マ

経
口
投
与
で
も
注
射
に
し
て
も
薬
は
循

環
血
液
の
中
に
入
っ
て
代
謝
や
排
泄
さ
れ

つ
つ
、
体
内
の
す
べ
て
の
組
織
・
細
胞
に
分

布
さ
れ
る
。
こ
れ
を
体
内
動
態
と
い
う
が
、

必
要
と
さ
れ
る
組
織
に
は
、そ
の
う
ち
の
ご

く
わ
ず
か
し
か
分
布
さ
れ
な
い
。

例
え
ば
、胃
薬
を
飲
ん
だ
場
合
。
胃
薬
が

必
要
な
病
態
組
織
で
あ
る
胃
に
分
布
さ
れ

る
量
は
微
量
で
、ほ
と
ん
ど
は
胃
薬
を
必
要

と
し
な
い
腸
や
肝
臓
な
ど
他
の
正
常
な
組

織
・
細
胞
に
分
布
さ
れ
る
。コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

き
か
な
い
。
薬
の
副
作
用
が
起
き
る
の
は
こ

の
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
薬
の
体
内
動
態
を
制
御
し
、

必
要
な
組
織
へ
徐
々
に
、安
定
的
に
分
布
さ

せ
れ
ば
、効
率
的
で
効
果
的
な
治
療
が
出
来

夢のDDS製剤、細胞性製剤の
開発を目指す大学院薬学研究科の
真弓忠範教授

遺伝子封入リポソームとセンダイウ
イルスから作製した膜融合リポソー
ムは細胞膜に融合して細胞質内に効
率よく遺伝子を導入する。

▲
▲
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し
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。

●
細
胞
質
で
粒
子
か
ら
徐
放
さ
れ
た
遺
伝

子
の
発
現
に
世
界
で
初
め
て
成
功

真
弓
教
授
の
研
究
の
最
終
ゴ
ー
ル
も
D
D

S
製
剤
の
開
発
。
神
戸
学
院
大
学
か
ら
大

阪
大
学
に
戻
っ
た
1
9
8
9
年
か
ら
研
究
に

取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
遺

伝
子
に
着
目
し
た
。

薬
は
細
胞
の
膜
の
表
面
に
あ
る
リ
セ
プ
タ

ー（
受
容
体
）と
結
合
し
て
作
用
す
る
場
合

が
多
い
が
、遺
伝
子
は
細
胞
の
核
の
中
で
な

い
と
発
現
し
な
い
。
発
現
し
な
い
と
病
気
に

作
用
す
る
蛋
白
質
を
つ
く
り
出
せ
な
い
か
ら

意
味
を
な
さ
な
い
。
真
弓
教
授
は
遺
伝
子
を

細
胞
質
内
に
送
達
さ
せ
る
道
具（
ツ
ー
ル
）と

し
て
膜
融
合
リ
ポ
ソ
ー
ム
を
用
い
た
。

こ
れ
は
、岡
田
善
雄
・
阪
大
名
誉
教
授
が

現
役
の
こ
ろ
、世
界
に
先
駆
け
て
発
見
し
た

セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
融
合
能
を
利
用

し
た
も
の
で
、遺
伝
子
や
蛋
白
質
な
ど
を
細

胞
内
へ
運
ぶ
役
目
を
す
る
ベ
ク
タ
ー
の
こ
と
。

導
入
し
た
い
薬
や
遺
伝
子
を
油
の
膜
で
あ
る

リ
ポ
ソ
ー
ム
と
い
う
粒
子
の
中
に
封
入
し
た

後
、セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
と
融
合
さ
せ
て
作
製

す
る
。
細
胞
表
面
に
あ
る
リ
セ
プ
タ
ー
に
結

合
・
融
合
さ
せ
る
と
封
入
物
質
は
細
胞
質
内

へ
入
っ
て
い
く
。
通
常
、
遺
伝
子
は
血
中
で

す
み
や
か
に
分
解
し
て
い
く
の
に
比
べ
、

膜
融
合
リ
ポ
ソ
ー
ム
は
す
ぐ
に
細
胞
に
融

合
す
る
の
で
効
率
的
に
細
胞
質
内
に
送
達

で
き
る
。

し
か
し
、
膜
融
合
リ
ポ
ソ
ー
ム
で
は
遺
伝

子
を
核
内
へ
誘
導
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
出

来
な
か
っ
た
。
遺
伝
子
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い

た
め
核
膜
の
穴
を
通
る
確
率
が
極
め
て
少

な
い
た
め
で
あ
る
。こ
の
た
め
、真
弓
教
授
は

遺
伝
子
が
核
内
で
し
か
発
現
し
な
い
と
い
う

従
来
の
考
え
に
執
着
せ
ず
、核
を
取
り
巻
い

て
い
る
細
胞
質
で
遺
伝
子
を
発
現
・
作
用
さ

せ
る
試
み
を
行
っ
た
。

膜
融
合
リ
ポ
ソ
ー
ム
に
、
遺
伝
子
と
遺
伝

子
を
発
現
す
る
の
に
必
要
な
物
質
も
極
微

小
な
ゲ
ル
粒
子
に
包
埋
し
て
封
入
、
そ
の

後
、
細
胞
に
送
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
細
胞
質

内
に
放
出
、
作
用
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
れ
は
世
界
で
初
め
て
の
成
功
例
で
、し
か

も
発
現
の
確
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

細
胞
質
で
粒
子
か
ら
放
出
さ
れ
た
遺
伝

子
の
発
現
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、細
胞
内

で
の
遺
伝
子
の
動
態
を
解
く
、ひ
と
つ
の
大

き
な
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

●
新
た
な
ミ
サ
イ
ル
療
法
の
開
発

が
ん
細
胞
に
対
す
る
抗
体
に
制
癌
剤
を

結
合
さ
せ
る
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
だ
と
、
抗

体
が
大
き
す
ぎ
て
血
管
内
皮
細
胞
の
膜
を

通
る
こ
と
が
出
来
ず
、制
癌
剤
が
必
要
な
腫

瘍
部
分
に
到
達
す
る
の
は
投
与
量
の
ご
く

わ
ず
か
で
効
果
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で

真
弓
教
授
は
、バ
リ
ヤ
ー
に
な
っ
て
い
る
血
管

内
皮
細
胞
膜
に
対
す
る
抗
体
を
つ
く
っ
て
タ

ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
み
た
。
こ
の
結
果
、
抗

体
は
正
常
な
組
織
の
血
管
内
皮
細
胞
に
は

結
合
せ
ず
、が
ん
組
織
血
管
内
皮
細
胞
に
だ

け
結
合
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
研
究

は
大
手
製
薬
会
社
と
共
同
で
進
め
て
お
り
、

今
後
、遺
伝
子
に
よ
る
製
剤
化
へ
つ
な
げ
て

い
く
。

●
細
胞
を
使
っ
た
究
極
の
D
D
S
製
剤
開

発
へD

D
S
製
剤
と
し
て
の
す
べ
て
を
満
た
す

機
能
を
持
ち
、
最
も
優
れ
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
な
粒
子
で
あ
る
と
い
う
細
胞
。
そ
れ
を

製
剤
に
す
れ
ば
究
極
の
D
D
S
製
剤
が
生

ま
れ
る
、と
い
う
の
が
真
弓
教
授
の
考
え
。

真
弓
教
授
は
、遺
伝
子
導
入
な
ど
に
よ
っ

て
人
工
的
な
機
能
性
細
胞
を
つ
く
っ
て
数
百

ミ
ク
ロ
ン
の
単
位
の
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
て
、体

内
に
埋
め
込
む
と
カ
プ
セ
ル
の
中
の
細
胞
が

生
き
て
い
る
限
り
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な

量
の
生
理
活
性
物
質
を
合
成
し
、
徐
放
す

る
と
い
う
。
こ
れ
が
細
胞
性
製
剤
で
あ
る
。

糖
尿
病
を
例
に
と
る
と
分
か
り
や
す
い
。

血
液
中
の
グ
ル
コ
ー
ス（
糖
）の
量
が
多
く
な

る
と
膵
臓
の
セ
ン
サ
ー
が
機
能
、イ
ン
シ
ュ
リ

ン
を
つ
く
っ
て
分
泌
、
糖
分
の
量
を
抑
制
す

る
。
セ
ン
サ
ー
機
能
が
低
下
し
た
り
、イ
ン

シ
ュ
リ
ン
合
成
に
欠
陥
が
あ
る
と
、グ
ル
コ
ー

ス
の
変
化
を
感
知
す
る
働
き
が
鈍
り
、イ
ン

シ
ュ
リ
ン
の
分
泌
も
弱
く
な
る
。
こ
の
状
態

が
悪
化
し
て
糖
尿
病
に
な
る
。

セ
ン
サ
ー
機
能
と
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
生
合
成

機
能
を
持
っ
た
細
胞
を
体
内
に
移
植
す
れ

ば
、
常
に
グ
ル
コ
ー
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
の
調
整
を
自
動
的
に
行
う
。
薬

や
注
射
に
よ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
投
与
の
必
要

が
な
く
な
る
。
物
質
透
過
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
た
カ
プ
セ
ル
に
詰
め
込
む
の
で
細
胞
移

植
に
よ
る
拒
絶
反
応
の
心
配
も
な
い
。
細

胞
の
製
剤
化
が
究
極
の
D
D
S
製
剤
に
な

る
。「

細
胞
に
憧
れ
、
細
胞
を
敬
い
、
細
胞
に

恋
を
し
て
き
た
」と
い
う
真
弓
教
授
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て「
夢
の
D
D

S
製
剤
で
あ
る
細
胞
性
製
剤
の
開
発
へ
近

づ
き
た
い
」と
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

右：極微小粒子に包
埋された遺伝子や医薬
品等は、細胞質内に導
入されると、徐々に放
出されて効率よく作用
発現する。

左：機能性細胞をマ
イクロカプセルに封入
した細胞性製剤は、必
要な時に、必要な量の
「薬」を自動的に放出し
て疾病治療を行う究極
のDDS製剤となる。

▲
▲
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入
学
さ
れ
た
当
時
は
戦
後
の
混
乱
期
。

「
旧
帝
大
に
歯
学
部
が
で
き
た
の
は
阪
大
が

初
め
て
で
、そ
の
第
一
期
生
で
す
。
定
員
30

人
に
対
し
入
学
し
た
の
は
10
人
。
私
た
ち
の

ク
ラ
ス
は
、そ
ん
な
時
代
を
反
映
し
て
”カ
オ

ス
“（
混
沌
）会
と
名
付
け
、い
つ
も
、10
人

が
固
ま
っ
て
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
医
学
部
の
学
生
は
1
0
0
人
か
ら
1
2

0
人
ぐ
ら
い
で
し
た
。
学
部
対
抗
の
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
に
も
み
ん
な
出
な
い
と
試
合
に
な
ら

な
い
ん
で
す
か
ら
。
堂
島
川
の
レ
ー
ス
は
懐

か
し
い
思
い
出
で
す
ね
」

人
数
が
少
な
い
と
中
身
の
濃
い
講
義
が

受
け
ら
れ
た
？
「
で
も
、さ
ぼ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
目
立
っ
て
し
ま
っ
て
…
。
試
験
も
口
頭

試
問
、し
っ
か
り
し
ぼ
ら
れ
ま
し
た
。
医
学
部

の
講
義
も
あ
り
、解
剖
の
黒
津
先
生
、生
化

学
の
市
原
先
生
、と
い
っ
た
名
物
教
授
の
教

え
も
受
け
ま
し
た
が
、お
小
言
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
優
し
い
教
授
も
お
ら
れ
ま
し
て
、

冬
の
寒
い
日
は
冷
え
る
か
ら
と
、教
授
室
の

ス
ト
ー
ブ
を
囲
み
な
が
ら
講
義
を
受
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
教
授
が
み
ん
な
に
お
茶
ま

で
入
れ
て
く
れ
ま
し
て
ね
」

卒
業
さ
れ
て
す
ぐ
、
研
究
生
活
。「
大
学

院
が
ま
だ
、な
い
こ
ろ
で
、
助
手
に
採
用
さ

れ
、河
村
洋
二
郎
先
生
の
教
室
に
入
り
ま
し

た
。
河
村
先
生
は
、歯
科
学
に
生
理
学
を
拓

い
た
世
界
的
な
学
者
で
、”歯
科
の
生
理
学

で
は
、世
界
が
わ
れ
わ
れ
を
追
い
掛
け
て
い

る
。
追
い
つ
か
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
れ
“と
、

よ
く
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
は
世
界

に
追
い
つ
け
の
時
代
で
し
た
が
…
。
そ
の

後
、
咀
嚼
も
生
理
学
の
対
象
と
さ
れ
、
噛
む

こ
と
と
脳
の
活
性
化
や
発
育
と
の
関
係
が

学
問
的
に
立
証
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
う

言
い
出
し
た
の
は
、
実
は
わ
れ
わ
れ
で
、
私

が
阪
大
の
助
教
授
か
ら
新
設
の
岐
阜
歯
科

大
学（
1
9
7
1
年
創
立
の
現
・
朝
日
大
学
）

に
赴
任
し
て
か
ら
な
ん
で
す
。
学
長
に
な
っ

て
こ
の
10
年
間
は
、
研
究
か
ら
疎
遠
に
な
っ

て
し
ま
い
、
今
は
学
長
と
し
て
教
学
の
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、そ
れ
を
考
え
る
場
合
、
自

分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
ベ
ー
ス
に
な
り
ま

す
ね
」

口
腔
生
理
学
を
教
育
に
で
す
か
。「
食
べ

る
こ
と
と
教
育
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
数

年
前
に
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。
食
物
は
肉
体

の
糧
、教
育
は
精
神
の
糧
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
肉
体
を
養
う
に
は
、何
を
、い
つ
、ど
れ

だ
け
、ど
の
よ
う
に
食
べ
れ
ば
よ
い
か
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。
教
育
も
、
ど
の
教
科

を
、い
つ
、ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
で
す
。
基

本
は
同
じ
で
す
。
強
制
的
に
教
え
る
の
が
よ

い
と
い
う
考
え
と
、子
供
の
自
主
性
を
尊
重

す
る
の
が
よ
い
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
戦

後
の
教
育
は
、後
者
の
方
だ
っ
た
が
、あ
ま
り

成
功
し
た
と
は
思
え
な
い
。
自
分
で
十
分
判

断
出
来
る
力
や
知
識
が
身
に
つ
い
て
い
な
い

の
に
、自
主
性
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、他
人

の
迷
惑
を
考
え
な
い
で
、
自
分
の
し
た
い
こ

と
が
よ
い
こ
と
だ
、と
い
う
困
っ
た
傾
向
が
現

れ
て
い
る
」

教
育
は
足
し
て
2
で
割
れ
ば
よ
い
、
と
い

う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
難

し
い
。「
食
も
同
じ
で
、好
き
な
も
の
を
好
き

な
時
に
好
き
な
だ
け
食
べ
る
の
が
、健
康
に

よ
い
と
い
う
考
え
と
、食
べ
過
ぎ
る
と
カ
ロ
リ

ー
過
多
に
な
っ
て
生
活
習
慣
病
に
な
る
と
い

う
管
理
栄
養
的
な
考
え
が
あ
る
。
自
然
主

義
と
管
理
主
義
で
す
ね
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

も
三
つ
の
方
法
が
あ
っ
て
、
食
に
例
え
る
と

お
も
し
ろ
い
。
理
工
系
の
よ
う
に
教
科
と
教

え
る
順
番
が
決
ま
っ
て
い
る
定
食
方
式
、
文

系
は
教
科
を
自
由
に
選
択
出
来
る
ア
ラ
カ
ル

ト
方
式
。
そ
し
て
、そ
の
中
間
に
必
修
と
選

択
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
中
華
料
理
方
式
。
教
養

教
育
か
職
業
教
育
か
な
ど
教
育
の
目
的
に

応
じ
て
選
択
す
る
方
式
。
迷
っ
た
と
き
は
教

食
同
源
の
考
え
を
判
断
基
準
に
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
、
人
間
は
食
べ
る
の
か
、な
ぜ
、
教

育
が
必
要
か
。
ど
ち
ら
も
次
世
代
の
発
展
を

願
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
食
と
教
育
は
同
源
な
の
で
す
」

生
き
方
と
し
て
は
定
食
方
式
、
そ
れ
と

も
ア
ラ
カ
ル
ト
方
式
？
「
私
は
、幸
い
に
も

大
病
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康

の
た
め
に
毎
朝
1
万
歩
、1
時
間
ほ
ど
歩
い

て
い
ま
す
。い
ず
れ
、
大
学
を
離
れ
た
ら
好

き
な
こ
と
を
気
ま
ま
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、で
き
れ
ば
余
生
は
ア
ラ
カ
ル
ト
方
式

で
過
ご
し
た
い
」

口腔生理学の研究では草分け的な存在で、日本咀嚼学会
副会長を長年務められた朝日大学学長の船越正也さん。研
究生活から遠ざかり、今は大学をどう改革すべきかで苦心
する日々。「教育は栄養摂取に通じるものがあります。食べ
ることは肉体形成だけでなく、人格形成、精神形成にも関係
しますから…」。教食同源のユニークな発想が船越さんの座
標軸である。

●船越正也（ふなこしまさや）氏
1929年大阪で生まれる。54年3月に大阪大学歯学部を卒業して同学部助手・講師・助教授。71
年に岐阜歯科大学（現・朝日大学）教授となり副学長・歯学部長を経て89年から学長。文部省学術
審議会専門委員、日本学術会議口腔機能学研連委員、日本咀嚼学会副会長、厚生省厚生科学審議
会委員を歴任。95年に日本歯科医学会会長賞を受賞。

「
な
ぜ
、
人
間
は
食
べ
る
の
か
、

な
ぜ
、
教
育
が
必
要
か
。

食
と
教
育
は
同
源
な
の
で
す
」

'
O
B
訪
問

●

朝
日
大
学
学
長

船
越
正
也------------------------ M

a
sa

ya
Fu

n
a

k
o
sh

i
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健康 

1
日
歯
ブ
ラ
シ
を
使
わ
な
い
と
、
歯
の
表

面
に
ネ
バ
ネ
バ
と
し
た
堆
積
物
が
蓄
積
し
て

き
ま
す
。
デ
ン
タ
ル
プ
ラ
ー
ク（
歯
垢
）と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、1
グ
ラ
ム
当
た
り
1110
個

（
1
、0
0
0
億
）の
細
菌
を
含
み
、構
成
菌
種

は
3
0
0
種
以
上
の
複
雑
な
生
態
系
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
皮
膚
や
鼻
粘
膜
の
表
面
に
は
、

各
々
1
平
方
セ
ン
チ
当
た
り

310
お
よ
び

510

個
の
細
菌
で
す
の
で
、プ
ラ
ー
ク
中
の
細
菌
数

の
多
さ
は
際
立
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
の
二
大
疾
患
で
あ
る
う

（
虫
歯
）

と
歯
周
病
は
、共
に
プ
ラ
ー
ク
中
の
細
菌
に

よ
る
感
染
症
で
す
。
た
だ
し
、各
々
の
病
原
菌

は
単
独
で
は
な
く
、う

で
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

レ
ン
サ
球
菌
を
中
心
に
数
種
類
の
細
菌
に
よ

る
、歯
周
病
で
は
ジ
ン
ジ
バ
リ
ス
菌
を
は
じ
め

と
し
た
多
数
の
細
菌
種
に
よ
る
、内
因
性
の

混
合
感
染
症
で
す
。

デ
ン
タ
ル
プ
ラ
ー
ク
は
、17
世
紀
のvan

Leeuw
enhoek

に
よ
っ
て
手
製
の
顕
微
鏡

下
で
人
類
が
初
め
て
観
察
し
た
細
菌
塊
で
す

が
、1
9
9
0
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
細
菌
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
固
体
に
付
着
し
、層
状
に
重

な
り
合
い
、多
糖
体
で
覆
わ
れ
た
バ
イ
オ
フ

ィ
ル
ム
細
菌
は
、Koch

以
来
の
細
菌
学
の

主
な
対
象
で
あ
る
浮
遊
細
菌
と
は
異
な
っ
た

性
状
を
示
す
こ
と
が
判
り
始
め
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
多
糖
体
に
よ
り
保
護
さ
れ
、

増
殖
速
度
を
低
下
さ
せ
た
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

中
の
細
菌
は
、抗
菌
物
質
や
貧
食
細
胞
、免

疫
細
胞
に
対
し
て
抵
抗
性
を
示
し
、結
果
と

し
て
感
染
の
慢
性
化
、難
治
化
を
招
き
ま
す
。

プ
ラ
ー
ク
細
菌
は
、口
腔
組
織
以
外
に
も
、

消
化
管
、気
道
、血
管
に
侵
入
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、通
常
は
、①
生
体
内
に
備
わ

っ
て
い
る
様
々
な
防
御
機
構
の
働
き
に
よ
り

侵
入
菌
の
ほ
と
ん
ど
が
駆
逐
さ
れ
る
、②
プ

ラ
ー
ク
細
菌
の
病
原
力
は
一
般
的
に
弱
い
、

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、重
篤
な
病
気
は
起
こ
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、入

り
込
む
細
菌
数
が
多
い
場
合
や
、感
染
に
対

す
る
抵
抗
力
が
低
下
し
た
易
感
染
性
宿
主

（
様
々
な
病
気
や
薬
剤
に
よ
り
免
疫
機
能
の

低
下
し
た
人
や
高
齢
者
）で
は
、命
に
係
わ
る

感
染
症
が
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高

齢
者
、特
に
要
介
護
高
齢
者
に
お
け
る
誤
嚥

性
肺
炎
、弁
膜
障
害
の
あ
る
人
に
お
け
る
細

菌
性
心
内
膜
炎
、重
度
の
易
感
染
性
宿
主
に

お
け
る
敗
血
症
な
ど
で
す
。

歯
周
病
で
は
、歯
面
に
定
着
し
た
プ
ラ
ー

ク
細
菌
に
よ
っ
て
歯
と
歯
肉
の
接
合
部
分
が

ま
ず
破
壊
さ
れ（
歯

肉
炎
）、
歯
と
歯
肉

の
間
に
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
で
増
殖
す
る

プ
ラ
ー
ク
細
菌（
図
）

の
作
用
と
そ
れ
に

対
す
る
生
体
応
答
に
よ
っ
て
、歯
を
支
え
て

い
る
骨（
歯
槽
骨
）が
溶
か
さ
れ（
歯
周
炎
）、

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
き
ま
す
。こ
の
歯
周
病

は
感
染
症
で
す
の
で
、生
体
防
御
能
や
組
織

修
復
力
が
低
下
す
る
よ
う
な
全
身
的
要
因

が
存
在
す
る
と
、歯
周
病
の
発
現
や
進
展
を

促
進
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
糖
尿
病
で
す
。
し
か
し
、
ご
く
最
近

に
な
っ
て
、糖
尿
病
が
歯
周
炎
を
悪
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、歯
周
炎
も
糖
尿
病
を
悪
化
さ

せ
る
と
い
う
、双
方
向
の
作
用
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、歯
周
炎
が
全

身
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
研
究
報
告

が
こ
こ
数
年
相
次
い
で
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、妊
娠
中
の
女
性
で
歯
周
炎
に
罹

っ
て
い
る
人
は
、そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
、

低
体
重
児（
2
、5
0
0
グ
ラ
ム
未
満
）を
早
産

（
37
週
未
満
）す
る
確
率
が
7
倍
高
い
と
い
う

報
告
で
す
。
ち
な
み
に
、こ
の
研
究
で
は
飲
酒

を
す
る
母
親
の
場
合
の
早
産
の
リ
ス
ク
は
3

倍
で
し
た
。
ま
た
、歯
周
炎
に
罹
っ
て
い
る
人

は
、そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
、心
筋
梗
塞
な

ど
の
心
臓
血
管
疾
患
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が

20
〜
1
8
0
％
高
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
の
結
果
は
、ニュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ズ
な
ど
に
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
、話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
細
菌
感
染
症

で
あ
る
歯
周
病
が
全
身
性
に
影
響
を
与
え

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
は
、細
菌
体
、L
P
S
な

ど
の
菌
体
成
分
、活
性
化
さ
れ
た
単
球
、病

巣
部
で
産
生
さ
れ
る
I
L
‐
1
、T
N
F
‐

α
、P
G
E
2
と
い
っ
た
炎
症
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー

が
、血
流
を
介
し
て
他
部
位
に
移
行
し
、そ

こ
で
各
疾
患
に
特
徴
的
な
病
態
形
成
に
関

与
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す

が
、未
だ
実
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

細
菌
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
感
染
症
に
対
す
る

治
療
の
原
則
は
、細
菌
感
染
症
に
対
し
て
第

一
義
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
抗
菌
剤
に
よ
る

化
学
療
法
で
は
な
く
、局
所
環
境
の
改
善
と

細
菌
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
本
体
の
機
械
的
除
去

で
す
。
デ
ン
タ
ル
プ
ラ
ー
ク
を
細
菌
バ
イ
オ
フ

ィ
ル
ム
と
し
て
捉
え
る
と
、皆
さ
ん
が
日
常
的

に
行
っ
て
い
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
、
歯
科
医
院

で
の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
細
菌
除
去
の
た
め
の

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
･
ル
ー
ト
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ

た
機
械
的
プ
ラ
ー
ク
除
去
法
は
合
理
的
な
方

法
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
腔
内
に
形
成
さ
れ
る
細
菌
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
は
適
切
な
デ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
よ
り
、比
較

的
容
易
に
、非
病
原
的
な
レ
ベ
ル
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
口
腔
バ
イ

オ
フ
ィ
ル
ム（
デ
ン
タ
ル
プ
ラ
ー
ク
）の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
、う

や
歯
周
病
と
い
っ
た
歯
科
疾
患

の
予
防
・
治
療
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、全
身
の
健
康
保
持
に
も
大
き
く
関

与
す
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、日
常
的
な

セ
ル
フ
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
な

デ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授

恵
比
須
繁
之-------------------- Sh
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「
歯
の
感
染
と

全
身
の
健
康
」

●重度歯周炎患者の歯周ポケット内細菌叢

ご
　
え
ん
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経済 
ECONOM

Y

■
経
済

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、費
用
便
益
分
析
と
法

の
経
済
分
析
と
い
う
二
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
来
た
。
両
者
は
互
い
に
独
立
し

た
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
の
だ
が
、幸
い

な
こ
と
に
、近
年
、法
学
の
世
界
で
も
、費
用

便
益
分
析
の
重
要
性
が
少
し
ず
つ
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
考
え
て
み
れ
ば
、借
家
契
約
や
労
働
契

約
、あ
る
い
は
、
企
業
の
価
格
支
配
や
環
境

破
壊
へ
の
規
制
な
ど
、様
々
な
法
律
に
よ
る

規
制
は
、
国
民
経
済
に
対
し
て
複
雑
、か
つ

重
要
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
り
、こ
れ
ま

で
法
規
制
の
あ
り
方
が
、そ
の
効
果
の
社
会

科
学
的
分
析
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
専
ら
法

に
内
在
す
る
論
理
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た

こ
と
は
、む
し
ろ
驚
く
べ
き
こ
と
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
規
制
の
経
済
効
果
を
評
価
す

る
手
法
で
あ
る
費
用
便
益
分
析
に
法
律
家

が
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、ま
こ
と

に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

費
用
便
益
分
析
の
技
術
的
詳
細
は
か
な

り
専
門
的
か
つ
複
雑
で
あ
る
が
、そ
の
基
本

的
方
法
論
は
明
快
で
あ
る
。
規
制
に
伴
う

す
べ
て
の
便
益
と
費
用
と
を
貨
幣
の
単
位

に
置
き
換
え
て
評
価
し
、そ
れ
ら
を
単
純
合

計
し
て
、そ
の
値
が
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
、規
制

が
社
会
的
に
有
用
な
も
の
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
今
、行
政
当
局
が
空
港
の
利
用

に
伴
う
住
民
の
騒
音
被
害
を
緩
和
す
る
た

め
の
規
制
を
考
え
て
い
る
と
し
よ
う
。
左
の

図
に
お
い
て
、
横
軸
は
空
港
離
発
着
数
、
利

用
時
間
な
ど
の
規
制
の
程
度
を
表
し
、縦
軸

は
規
制
に
伴
う
限
界
便
益
と
限
界
費
用
を

表
す
と
し
よ
う
。
限
界
便
益
は
、規
制
に
伴

う
空
港
利
用
の
抑
制
に
よ
っ
て
住
民
が
よ
り

良
好
な
環
境
を
享
受
し
、ま
た
健
康
を
増
進

し
う
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、限
界
費

用
は
、空
港
利
用
の
減
少
に
よ
る
利
用
者
の

利
便
の
低
下
や
航
空
会
社
の
利
益
の
減
少

に
基
づ
く
。
図
の
よ
う
に
規
制
の
社
会
的
効

果
は
限
界
的
に
低
下
す
る
と
す
れ
ば
、
限

界
便
益
と
限
界
費
用
と
が
一
致
す
る
Q
点

の
よ
う
な
最
適
な
規
制
程
度
が
存
在
し
、こ

こ
で
の
社
会
的
純
便
益
は
O
B
E
と
な
る
。

従
っ
て
、
当
局
は
規
制
目
標
を
Q
に
定
め
る

べ
き
で
あ
り
、直
接
規
制
、あ
る
い
は
O
T
の

額
の
課
徴
金
を
航
空
会
社
に
課
す
る
こ
と

で
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
費
用
便
益
分
析
の
方
法
論

に
対
し
て
、
法
律
家
の
間
か
ら
い
く
つ
か
の

批
判
が
あ
る
。
ま
ず
、上
の
例
に
あ
る
よ
う

な
良
好
な
環
境
の
も
た
ら
す
便
益
は
金
銭

的
評
価
が
著
し
く
難
し
く
、査
定
が
恣
意
的

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
批
判
が
あ

る
。
し
か
し
、こ
の
種
の
恣
意
性
は
他
の
手

法
に
よ
っ
て
回
避
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、

特
に
法
的
な
利
益
考
量
に
あ
っ
て
も
生
じ
う

る
問
題
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、費
用
便
益
分

析
は
す
べ
て
の
人
の
便
益
・
費

用
を
単
純
合
計
す
る
た
め
に
、

分
配
的
正
義
に
反
す
る
、と
い

う
主
張
が
あ
る
。
上
の
例
で
い

え
ば
、零
細
な
住
民
の
環
境
被

害
の
価
値
と
大
金
持
ち
の
海

外
旅
行
の
価
値
と
を
単
純
に

合
計
し
て
よ
い
の
か
、
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
富
の

分
配
の
平
等
は
、こ
の
よ
う
な

個
別
の
規
制
に
関
し
て
で
は
な

く
、税
制
や
社
会
保
障
の
よ
う

な
一
般
的
な
福
祉
政
策
に
お

い
て
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
、と
い
う
の
が
基
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、そ
れ
ら
の
基
本
政
策
が
不
十
分
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、各
人
の
所
得

と
逆
比
例
し
て
純
便
益
に
ウ
ェ
イ
ト
を
付
け

た
加
重
純
便
益
の
合
計
を
も
っ
て
社
会
的
純

便
益
と
考
え
る
方
法
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
三
に
、費
用
便
益
分
析
は
、法
的
な
基
本

権
を
侵
害
す
る
、と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、

費
用
便
益
分
析
は
、
基
本
権
の
制
約
を
明

確
に
取
り
込
ん
だ
上
で
実
行
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
例
え
ば
、
殺
人

は
生
命
へ
の
権
利
の
侵
害
で
あ
っ
て
、
殺
人

の
費
用
と
便
益
を
比
較
し
て
そ
の
是
非
を

問
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

社
会
経
済
の
健
全
な
維
持
・
発
展
に
と
っ

て
法
規
制
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、こ
れ
ま
で
の
日
本
の
行

政
に
お
い
て
は
、
法
規
制
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の

み
が
強
調
さ
れ
て
、そ
の
コ
ス
ト
に
対
す
る

意
識
が
十
分
で
な
か
っ
た
う
ら
み
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、「
公
共
性
」を
隠
れ
蓑
に
し
つ
つ
、

実
際
に
は
業
界
団
体
の
利
益
保
護
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
り
、社
会
経
済
条
件
の
変

化
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
て
、む
し
ろ

桎
梏
と
化
し
な
が
ら
残
存
し
て
い
る
規
制
が

数
多
く
存
在
す
る
。
現
在
の
規
制
緩
和
の

潮
流
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
野
放

図
な
規
制
の
撤
廃
で
は
な
く
、行
政
的
決
定

の
バ
イ
ア
ス
を
司
法
的
、な
い
し
行
政
内
部
で

事
後
的
に
チ
ェッ
ク
し
て
、望
ま
し
い
規
制
と

そ
う
で
な
い
も
の
と
を
選
別
す
る
機
能
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
有
効
な
参
照
標
準

と
し
て
、費
用
便
益
分
析
が
今
後
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

社
会
経
済
研
究
所
教
授

常
木
淳----------------------------- A
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法
規
制
と

費
用
便
益
分
析

し
っ
こ
く
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■
長
田
教
授
が
2
0
0
0
年
度
日
本
学
士
院
賞
及
び

恩
賜
賞
を
受
賞

長
田
重
一
医
学
系
研
究
科
教
授
に
平
成
12
年
度
日

本
学
士
院
賞
及
び
恩
賜
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
賞
は
、学
術
の
分
野
で
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
研

究
者
に
対
し
日
本
学
士
院
が
贈
る
も
の
で
、今
年
度

の
受
賞
者
は
9
人
で
し
た
。
長
田
教
授
に
は
今
回
、

特
に
優
れ
た
業
績
に
贈
ら
れ
る
恩
賜
賞
も
併
せ
て

贈
ら
れ
ま
し
た
が
、こ
れ
は
、生
化
学
・
分
子
生
物
学

的
手
法
を
用
い
て
、細
胞
の
死
、ア
ポ
ト
ー
シ
ス
の
分

子
機
構
を
解
析
し
、そ
の
生
理
・
病
理
作
用
の
解
明

に
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

授
賞
式
は
6
月
12
日（
月
）に
東
京
上
野
の
日
本
学

士
院
会
館
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
行

わ
れ
、学
士
院
の
市
古
貞
次
院
長
か
ら
賞
状
と
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

●
公
開
講
座
等

■
公
開
講
義
「
税
制
改
革
と
租
税
理
論
」
第
7
回
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

9
月
8
日（
金
）、法
経
講
義
棟
。
問
い
合
わ
せ
先
＝

公
開
講
義「
税
制
改
革
と
租
税
理
論
」事
務
局（
06

‐
6
8
5
0
‐
5
2
5
9
）\

E-M
ail<ofc@

econ.osaka-u.ac.jp>

■
第
32
回
大
阪
大
学
開
放
講
座
　

9
月
14
日
〜
28
日
の
火
・
木
曜
日「
日
本
と
ア
ジ
ア

諸
国
―
こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
―
」、ク
レ
オ
大
阪
西

10
月
12
日
〜
26
日
の
火
・
木
曜
日「
歴
史
を
発
掘
す

る
―
過
去
か
ら
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」、
豊
中
市

立
ア
ク
ア
文
化
ホ
ー
ル
。11
月
7
日
〜
28
日
の
火
・
木

曜
日「
生
命
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
20
世
紀
か
ら
21

世
紀
へ
―
」、吹
田
市
文
化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー
。
問

い
合
わ
せ
先
＝
総
務
部
研
究
協
力
課（
06
‐
6
8
7

9
‐
7
0
3
3
／
7
0
3
4
）

E-M
ail<K

EN
K
YO
@
star.jim

.osaka-u.ac.jp>

■
公
開
講
義
「
N
P
O
概
論
―
N
P
O
の
新
し
い
潮

流
―
」

10
月
5
日（
木
）〜
平
成
13
年
1
月（
お
お
む
ね
隔
週

木
曜
日
、一
部
日
程
未
定
）、法
経
講
義
棟
。
問
い
合

わ
せ
先
＝
公
開
講
義「
N
P
O
概
論
」事
務
局（
06
‐

6
8
5
0
‐
5
2
5
9
／
F
A
X
06
‐
6
8
5
0-

5

2
6
8
）

文
科
系
事
務
部
庶
務
第
二
掛
（
06
‐
6
8
5
0
‐
5

2
0
2
）

■
平
成
12
年
度
薬
学
部
公
開
講
座
「
新
時
代
の
薬

学
」

10
月
7
日（
土
）、14
日（
土
）、11
月
11
日（
土
）、大
阪

大
学
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
薬

学
部
庶
務
掛（
06
‐
6
8
7
9
‐
8
1
4
4
）

■
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
「
原
子
核
が

ひ
ら
く
極
限
の
世
界
2
0
0
0
」

11
月
3
日（
金
）、大
阪
大
学
荒
田
記
念
館
。
問
い
合

わ
せ
先
＝
永
井
泰
樹
・
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
長（
06

‐
6
8
7
9
‐
8
9
0
0
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

■
第
25
回
半
導
体
物
理
学
国
際
会
議

9
月
17
日（
日
）〜
22
日（
金
）、
大
阪
国
際
会
議
場
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
邑
瀬
和

生
・
理
学
研
究
科
教
授（
06
‐
6
8
5
0
‐
5
3
7
3
）

■
感
染
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
21

9
月
21
日（
木
）〜
22
日（
金
）、
医
学
部
銀
杏
会
館
、

微
生
物
研
究
所
講
堂
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
田
和

良
・
微
生
物
病
研
究
所
教
授（
06
‐
6
8
7
9
‐
8
3

0
7
）

■
第
42
回
歯
科
基
礎
医
学
会
学
術
大
会
な
ら
び
に

総
会

9
月
30
日（
土
）〜
10
月
1
日（
日
）、大
阪
大
学
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
他
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
。
問
い
合
わ
せ

先
＝
歯
学
部
第
二
口
腔
解
剖
学
講
座（
06
‐
6
8
7

9
‐
2
8
7
7
）

■
レ
プ
ス（
L
E
P
S
）
2
0
0
0

10
月
14
日（
土
）〜
15
日（
日
）、SPring-8

、高
輝
度
光

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
清
水
肇
・
核

物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授（
06
‐
6
8
7
9
‐
8
9
3

2
）

■
第
14
回
国
際
ス
ピ
ン
物
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

Internatio
nal

S
p
in
P
hysics

S
ym
p
o
sium

（
S
P
I
N
2
0
0
0
）

10
月
16
日（
月
）〜
21
日（
土
）、大
阪
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
S
P
I
N
2
0
0

0
事
務
局
（
06
‐
6
8
7
9
‐
8
9
3
8
）

■F
o
urth

O
saka

C
o
llo
q
uium

o
n
S
eakeep

-

ing
P
erfo
rm
ance

o
f
S
hip
s

10
月
17
日（
火
）〜
21
日（
土
）、Cosm

osquare
International

Education
and

Training
C
en-

ter

。
問
い
合
わ
せ
先
＝
内
藤
林
・
工
学
研
究
科
教
授

（
06
‐
6
8
7
9
‐
7
5
7
2
）

■
第
43
回
秋
季
日
本
歯
周
病
学
会
学
術
大
会

10
月
20
日（
金
）〜
21
日（
土
）、
千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
第
43
回
秋
季
日

本
歯
周
病
学
会
学
術
大
会
事
務
局（
06
‐
6
8
7
9

‐
2
8
9
2
）

■
日
本
生
物
工
学
会
平
成
12
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
新
し
い
切
り
口
を
求

め
て
〜

10
月
26
日（
木
）〜
27
日（
金
）、大
阪
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
本
生
物
工
学

会
Ｈ
12
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
係（
F
A
X
06
‐
6
8
7
9
‐

7
4
3
9
）

■
第
2
回
国
際
造
影
超
音
波
京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

10
月
28
日（
土
）〜
29
日（
日
）、
京
都
国
際
会
議
場
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
第
2
回
国
際
造
影
超
音
波
京
都

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

<http://m
c-net.jtbcom

.co.jp.uscontrast/>

■
不
確
実
な
状
況
に
お
け
る
デ
ー
タ
解
析
と
意
思

決
定
手
法
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

10
月
30
日（
月
）〜
31
日（
火
）、大
阪
大
学
待
兼
山
会

館
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
石
井
博
昭
・
工
学
研
究
科
教

授（
06
‐
6
8
7
9
‐
7
8
6
8
）、
乾
口
雅
弘
・
工
学

研
究
科
助
教
授（
06
‐
6
8
7
9
‐
7
7
8
7
）

■S
ym
p
o
sium

o
n
N
ew
T
rend

s
in
C
atalytic

R
eactio

ns

10
月
30
日（
月
）、基
礎
工
学
部
国
際
棟
。
問
い
合
わ

せ
先
＝
村
橋
俊
一
・
基
礎
工
学
研
究
科
教
授（
06
‐

6
8
5
0
‐
6
2
2
0
）

■
C
O
E
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
多
元
環
境
下
の
強

相
関
電
子
相
」

11
月
6
日（
月
）〜
8
日（
水
）、
基
礎
工
学
部
国
際

棟
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
三
宅
和
正
・
基
礎
工
学
研
究

科
教
授（
06
‐
6
8
5
0
‐
6
4
4
0
）

■
第
8
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ト
コ
ル
に
関
す
る
国
際

会
議（
I
C
N
P
2
0
0
0
）

11
月
14
日（
火
）〜
17
日（
金
）、大
阪
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
野
輝
夫
・
基
礎

工
学
研
究
科
教
授（
06
‐
6
8
5
0
‐
6
5
9
0
）

■
高
温
毛
細
管
現
象
に
関
す
る
国
際
会
議

11
月
19
日（
日
）〜
22
日（
水
）、ホ
テ
ル
ハ
イ
ザ（
岡
山

県
倉
敷
市
）。
問
い
合
わ
せ
先
＝
野
城
清
・
接
合
科

学
研
究
所
教
授（
06
‐
6
8
7
9
‐
8
6
4
3
）

■
第
26
回
反
応
と
合
成
の
進
歩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
20
日（
月
）〜
21
日（
火
）、
大
阪
国
際
会
議
場
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
北
泰
行
・
薬
学
研
究
科
教
授（
06

‐
6
8
7
9
‐
8
2
2
5
）

■
ア
ジ
ア
疼
痛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
30
日（
木
）〜
12
月
1
日（
金
）、京
都
市
北
文
化

会
館
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
ア
ジ
ア
疼
痛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

事
務
局（
06
‐
6
8
7
9
‐
3
2
2
1
）

■
第
7
回
光
導
波
科
学
・
電
磁
界
理
論
に
関
す
る
日

中
合
同
会
議

12
月
4
日（
月
）〜
6
日（
水
）、大
阪
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
塩
澤
俊
之
・
工
学

研
究
科
教
授（
06
‐
6
8
7
9
‐
7
7
3
2
）

長田重一教授
（医学系研究科）

アポトーシス（細胞死）の
分子機構の解析で評価

「平成12年度日本学士院賞」及び
「恩賜賞」を受賞
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法学部の産学連携、法学
の公開講座とシンポが好評

'大学院法学研究科

教授 ―森信茂樹―― Shigeki Morinobu 
Email : morinobu@law.osaka-u.ac.jp

無縁とされた文系の
産学連携を大学院法
学研究科・法学部が
軌道に乗せている。
推進役は森信茂樹・
法学研究科教授。関
西経済5団体と連携
した企業向けの「法

学」連続公開講座とシンポジウムは好評。
文系の「産学連携ワーキング」は、国公
立の第一号としても全国的に注目を浴
びている。
●産・学が事前の話し合いでニーズをマ
ッチング
研究と教育、学内での活動、社会貢

献---の四つをバランスよくこなすことが大
学教授の役割、というのが森信教授の考
え。2年前、大蔵省主税局総務課長から社
会人教官として大阪大学法学部教授に赴
任、「私のような立場には社会貢献が求め
られている」と、産学連携を提唱する。そ
んな時、タイミングよく法学部で「産学連携
ワーキング」を具体化することになり、森信
教授がまとめ役になった。
産学連携は理工系と相場が決まってい

るように、阪大法学部も産業界との接点に
なる共通テーマが少ないことを実感、「ど
う展開していくか」を考えているとき、貴重
な体験をする。
法学部が開いた創立50周年の記念シ

ンポジウムで、地方公共団体の職員を対
象に講義することになり、事前に自治体側
に大学側の講義テーマを示したところ「聞
きたい」と興味を示したのは、ごくわずか。
双方に大きなズレがあった。
「産と学のニーズをマッチングさせない
と、産学連携は掛け声だけに終わる」。そ
の反省に立って森信教授は、関西経済連
合会に出向いて相談。関西経済5団体の
幹部職員、企業の法務部長クラスと法学
部の教授陣でフリートーキングをして双方
のニーズのすり合わせを行った。その結
果、「企業は法律上のトラブルが起きた場
合、弁護士に相談するが、単なる法解釈だ
けでは最近の激しい経済情勢の変化に
は対応できないことがある。立法政策まで
含めたアドバイスは、大学に求めざるを得
ない。」ということだった。そこで企業の要
望を取り入れ、公開講座を具体化してい
った。

法学部の教授も全面協力、企業サイド
にあったテーマを選び、「産学連携ワーキ
ング」の第一弾、連続公開講座は関西経
済5団体の協力で昨年9月から7回にわた
って豊中キャンパスで開催。「日本経済の
構造改革と法」を統一テーマにした講座
には、企業人だけでなく一般市民も聴講、
毎回100人を超える盛況だった。

その半面、聴講者からは講義内容につ
いて「テーマが現実から遊離していて具体
的にどのような事例に当てはめればよい
のか分からない」や「核心の部分の説明
が少なかった」など手厳しい指摘もあった。
こうした意見を反映して今年の1月20日に
はシンポジウム「企業再編成に伴う法的諸
問題」を開催、企業の法務部社員や弁護
士ら約100人が参加、白熱した論議が交
わされ大きな反響を得た。公開講座やシ
ンポジウムの内容は、ホームページでも公
開している。
森信教授は「最近の急速な経済構造の

改革は、様 な々新しい法制度を必要とし
つつあり、従来の法学という学問の枠に収
まらないものがある。産業界と連携を密に
しないと、それを理解することは難しい。
一方、産業界も、経済構造の変化に迅速
に対応していくには、制度の改革や動向
について専門的な知識が不可欠である」
とし、「産業界が何を考えているか、大学

がどんなことをしているかが分かれば、大
学の研究に活用でき、企業活動にもメリッ
トがある」と話す。
●日本型ロースクール構想の方針も
2000年度の公開講座の日程も決まっ

た。9月21日を皮切りに2001年3月1日ま
で計12回にわたって開催する。受講者は
400人近くになる模様で法学部は「産学
連携ワーキング」を今後も継続し、大阪大
学が描いている日本型ロースクール（法科
大学院）構想につなげていく方針である。
最近、司法制度の改革が論議されてい

る。裁判官や弁護士が不足、訴訟に時間
と金がかかりすぎるとか、大学の教育シス
テムに問題があり、学生は大学より司法試
験向けの予備校を優先する傾向があるな
ど、指摘されている。そこで、米国のように
ロースクール（法曹実務者養成特化大学
院）をつくり、卒業すると司法試験にほと
んどが合格するシステムにすれば、法曹
人口が増加、大学教育の持つ問題点も解
決する、というのである。
ロースクールを大阪大学にという点では

森信教授も同じ考えだが、「単に司法試験
合格の門戸を広げるだけでなく、企業の
法務部や税理士など実務に携わっている
専門性のある人を
教育し、法曹界に
送り出すことが社
会的にみれば有
用だ。そういう人た
ちを受け入れ、教
育する型でのロー
スクールをめざす
ためにも産学連携
による公開講座は
必要」と話している。

公開講義テーマ表
日　時 名　前 テーマ

第１回 ９/２１（木） 森信茂樹（租税法） 課税自主権と外形標準課税
第２回 １０/５（木） 矢部丈太郎（経済法） 独占禁止法の民事的運用
第３回 １０/１９（木） 池田辰夫（民事訴訟法） 倒産手続と行政による産業再生支援
第４回 １１/２（木） 佐久間 修（刑法） 経済基本法の構想と司法制度の構造改革

茶園成樹（知的財産法） ビジネス特許
第５回 １１/１６（木） 松浦　功（国際金融法） 日米ベンチャー比較論
第５回 １１/３０（木） 吉本健一（商法） 企業再編成の法的諸問題
第７回 １２/７（木） 末永敏和（商法） 株主総会の諸問題
第８回 １２/２１（木） 渡邉惺之（国際民事訴訟法） 国際知財紛争と国際民事訴訟法
第９回 １/１８（木） 國井和郎（民法） 債権譲渡特例法
第１０回 ２/１（木） 平田建治（民法） 電子商取引
第１１回 ２/１５（木） 北山修悟（民法） 国際商事契約法
第１２回 ３/１（木） 小嶌典明（労働法） 解雇規制

菊池馨実（社会保障法） 公的年金と
企業年金の方向性

●今年１月２０日に開いたシンポシウム「企業再編成
に伴う諸問題」

●森信茂樹教授の著書、
「大学教授物語」（時評社）

s大阪大学創立７０周
年記念キャラクター
“まっち”

私は大阪大学豊中キャンパスの待兼山より発掘されたマチカネワニの“まっち”。
創立７０周年を祝うため、イメージキャラクターとして化石より蘇りし、阪大のぬしであります。


